
 

 

 

 

 



1. 法人使命及び基本理念 

【法人使命】 

全ての知的障害を有している人々が、一人のかけがえのない人として豊かな生活を送ること

ができる地域社会をこの法人を立ち上げた明石地区手をつなぐ育成会やその他明石を中心に

活動する福祉諸団体と共に育んでいく 

 

【基本理念】 

・ 私達はご利用者一人ひとりの基本的人権を尊重します 

・ 私達はご利用者と喜びや怒り、哀しみ、楽しみ等を共有します 

・ 私達はご利用者の成長を喜びとします 

・ 私達はご利用者の僅かな変化も感じとれる視点と感性・センスを磨きます 

・ 私達はご利用者の意欲を高め、障害の軽減と自己実現に向けた支援に努めます 

・ 私達は一人ひとりの生活歴や背景、障害の状況等を理解し、本人の意思を尊重しながら、

可能な限り地域社会で生活できるよう支援に努めます 

・ 地域社会と常に連携を取りながら、障害に対する理解を広げます 

 

上記の法人使命と基本理念を踏まえ法人に与えられた社会的役割を果たしていくため以下の

事業を推進した。 

 

2. 重点方針と事業 

～働き方改革への対応～ 

(1) 国や県の指針を元に職員のワークライフバランスを推進した。役職者の意識改革を行い

職員の定時退社を徹底することに努めた。成果として確実に定時退社が定着してきた事

業所がある一方、役職者の時間外勤務が減りにくい事業所もあり法人内事業所間におけ

る格差が顕著になったため、次年度以降も引き続きワークライフバランスの推進に努める

必要がある。 

 

～ガバナンスの強化～ 

(2) 職務権限規程及び能力等級フレームに則った役割と責務を果たすことを求めてきたが、

事業所内の実務において具体的に示すことが難しく副主任、主任、管理者それぞれが同

様の業務に従事することもあった。次年度以降、役割に応じた具体的な業務整理が必要

である。運営企画室の統制強化については、法人の課題抽出から解決に向けた動きを構

築することができた一方で、地域ニーズ解消に向けた事業展開やその方向性を示すまで

には至らなかった。 

 



～経営基盤の安定～ 

(3) 継続して実施している経営会議において、各管理者から自事業所の経営課題の分析及

び今後の方向性について示す機会を作った。事業所の経営を考える事でご利用者に選

ばれる事業所運営の在り方を考える事につながり、結果として経営と運営の両面におい

て好循環が生まれて法人の経営基盤を構築することができた。 

 

～共生社会の実現に向けて～ 

(4) 各事業所単位で自治会や地区社協などに参加しているが、地域課題解消のための動き

や障害のある人が住みやすい街となるための動きを構築するには至らず、共生社会の実

現に向けては受動的な1年となった。結果、グループホームの増設はじめ多様性に応じた

暮らし方の提案など、障害のあるなしに関わらず誰もが住みやすい街にするための具体

的な対策には至っていない。 

 

～人材確保の推進～ 

(5) 就職フェアや法人ブログの充実などチームとしての動きを活発に行い近隣の各種学校か

ら信用を得てきた結果が新卒者7名確保という実績につながった。職員の多様な働き方に

対応するための人材確保という点においては、次年度以降地域の人材活用について考

えていく必要がある。 

 

～人材育成について～ 

(6) キャリアに応じた人材育成の体系化について副主任を中心に検討を進めてきたが、個人

のスキルアップのニーズと法人としてのキャリアップのニーズが混在する状況となり、チー

ムの方向性を定めるうえで課題となった。法人としての体系化した人材育成にはキャリア

アップの視点が不可欠であるため、次年度以降はスキルアップとキャリアアップの棲み分

けを図り進めていく必要がある。 

 

～広報発信について～ 

(7) SNS等を通して継続して発信を行いその分析を実施することで、戦略的に法人の認知度

を高める事が出来ている。また、様々なサービスをトータル的に提供する法人の強みを視

覚情報や体験を通して一体的に発信する機会(サンクスフェスタ）を作った事で、進路を控

える保護者やご利用者から選ばれる事業所が増えてきている。次年度以降は地域住民

や一般企業も視野に入れた広報を考えていく必要がある。 

 

～虐待防止について～ 

(8) 全職員を対象に障害者虐待についての研修会を企画実施し、不適切な対応とは何か？

というような事を事業所の枠を超えてそれぞれが考える機会を提供した。併せて、法人と



しても各事業所においても虐待防止委員会が未設置であったため、虐待防止チームが起

点となり虐待防止委員会を立ち上げた。 

 

～防犯・防災について～ 

(9) 防犯・防災チームとして防災訓練や研修会を企画実施し、緊急時における課題抽出等を

行った。しかし、各事業所における避難マニュアルの共有や法人としての指示系統の明

確化など、具体的な動きを構築するには至っていない。次年度以降、災害等が起こりうる

ことを前提とし具体的なマニュアルの作成を行う必要がある。 

 

～地域貢献～ 

(10) 障害者スポーツ及び文化活動の推進 

明石市立総合福祉センター新館事業の一部を受託し、各機関と連携を図りながら障害者

スポーツの推進を行った。結果、障害のあるなしに関わらずスポーツや文化活動を通して

インクルーシブな社会を作ることに貢献し、障害のある人自身の生きがいにもつなげる事

が出来た。 

(11) 明石市の福祉力向上に対する貢献 

明石市地域自立支援協議会を構成する各部会活動への職員派遣や明石障害者ケアネ

ットワーク・社会福祉法人連絡協議会と協働するなど、明石市における福祉力向上に努

めた。 

 

3. 理事会及び評議員会及び諸会議等の開催について 

法人事業計画に基づき以下の会議を開催した。 

 

≪理事会≫ 

―第102回― 

1 開催日時 令和元年6月7日(金曜日） 

   午後1時30分から午後3時15分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 5名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  福田和臣 飯貝昭弘 山下孝光 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 



監事  由岐透 

職員出席者 13名 

職員  鳥居健一 岡平ゆかり 金尾良信 奥山智子 山崎正幸 永井照行 

三村寛裕 寺田俊哉 宮崎泰生 吉田透 室本早知 大西圭介 前田央依 

4 議題 

第1号議案 平成30年度 事業報告(案）について 

第2号議案 平成30年度 決算報告(案）について 

第3号議案 監事監査報告について 

第4号議案 賞与の支払いについて 

第5号議案 健康情報等の取扱い規程(案）について 

第6号議案 理事・監事候補者の推薦について 

第7号議案 評議員候補者の推薦について 

第8号議案 評議員選任・解任委員会の開催について 

第9号議案 定時評議員会の開催日時・開催場所・議案について 

第10号議案 明石市立木の根学園給食調理業務の委託について 

5 報告事項 

 (1）明石市への虐待通報について 

 

―第103回－ 

1 開催日時 令和元年6月26日(水曜日） 

   午後3時から午後3時15分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 5名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  原田敏予 福田和臣 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

監事  由岐透 

職員出席者 1名 

職員  岡平ゆかり 

4 議題 

第1号議案 理事長の選定について 

第2号議案 業務執行理事の選定について 



 

―第104回－ 

1 開催日時 令和元年8月23日(金曜日） 

   午後1時30分から午後2時35分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 6名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  山下孝光 福田和臣 原田敏予 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

監事  由岐透 

職員出席者 15名 

職員  岡平ゆかり 金尾良信 山崎正幸 永井照行 奥山智子 吉田透 

三村寛裕 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 谷一智子 前田雅洋 

吉田有希 古川裕明 前田央依 

4 議題 

 報告事項 

(1） 理事長及び業務執行理事の業務報告について 

(2） 事業報告について 

① 人材確保 

② 人材育成 

③ 広報・発信 

④ 虐待防止対策 

⑤ 防犯・防災 

(3） 第1四半期会計報告について 

(4） 重要な契約について 

① 大地の家真空式温水ヒーター・濾過機更新工事請負契約について 

② 法人全体パソコン(87台）購入契約について 

審議事項 

第1号議案 運営協議会について 

開催予定日 令和元年11月8日(金）10時～ 

 

―第105回－ 



1 開催日時 令和元年11月15日(金曜日） 

   午後1時30分から午後3時30分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 6名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  原田敏予 福田和臣 山下孝光 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

監事  由岐透 仲地典子 

職員出席者 11名 

職員  岡平ゆかり 金尾良信 奥山智子 山崎正幸 永井照行 三村寛裕 

寺田俊哉 宮崎泰生 吉田透 室本早知 前田央依 

4 議題 

第1号議案 介護休業規程の一部改正(案）について 

第2号議案 上半期事業報告について 

第3号議案 第一次補正予算(案）について 

・ 上半期会計報告について 

・ 冬期賞与の支払いについて 

第4号議案 虐待防止対応規程(案）について 

第5号議案 評議員会の開催日時・開催場所・議案について 

5 報告事項 

(1） 理事長及び業務執行理事の業務報告について 

(2) 運営協議会について 

(3) 大地の家明石市実地調査の結果と改善報告について 

(4) 法人本部労働局調査の結果と是正報告について 

 

 

―第106回－ 

1 開催日時 令和2年2月26日(水曜日） 

   午後1時30分から午後2時50分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 



理事出席者 5名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  山下孝光 福田和臣 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

監事  由岐透 

職員出席者 2名 

職員  岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

 報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の業務報告について 

(2) 障害福祉サービス事業者等に対する実地指導の結果と改善報告について(すたじお

ぽっち） 

審議事項 

第1号議案 定款変更について 

第2号議案 非正規職員給与支給に関する内規の一部改正について 

第3号議案 役員報酬等に関する規程の一部改正について 

第4号議案 すたじおぽっちの定員変更について 

第5号議案 サポートセンター翔の定員変更について 

第6号議案 管理者人事について 

第7号議案 大地の家の個室化について 

 

≪理事会の決議の目的である事項の提案について≫ 

1 提案日 令和2年3月4日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 2019(令和元）年度 補正予算(案）について 

第2号議案 2020(令和2)年度 事業計画(案）について 

第3号議案 2020(令和2)年度 予算(案）について 

第4号議案 定時評議員会の開催日時・開催場所・議案について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日 令和2年3月10日 

 

≪評議員会≫ 

―第43回― 

1 開催日時 令和元年6月26日(水曜日） 



   13時30分から14時30分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 6名 

  生島淳伍 小池和枝 木下宣明 牧山榮子 竹内信六 金田文太郎 

理事出席者 2名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

監事出席者 1名 

  由岐透 

職員出席者 13名 

  岡平ゆかり 奥山智子 金尾良信 山崎正幸 永井照行 鳥居健一 

寺田俊哉 三村寛裕 吉田透 大西圭介  宮﨑泰生 宮前弥寿子 

前田央依 

4 議題 

第1号議案 平成30年度 事業報告(案）について 

第2号議案 平成30年度 決算報告(案）について 

・ 社会福祉充実残額の算定結果について 

第3号議案 監事監査報告について 

第4号議案 理事、監事の選任について 

第5号議案 評議員の選任について 

 

―第44回－ 

1 開催日時 令和元年12月6日(金曜日） 

   13時30分から14時40分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 6名 

  生島淳伍 飯貝昭弘 木下宣明 牧山榮子  竹内信六 三木則夫 

理事出席者 2名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

監事出席者 1名 

  由岐透 



職員出席者 9名 

  岡平ゆかり 奥山智子 金尾良信 山崎正幸 永井照行 寺田俊哉 

吉田透 大西圭介 前田央依 

4 議題 

第1号議案 上半期事業報告(案）について 

第2号議案 第1次補正予算(案）について 

・ 上半期会計報告について 

 5 報告事項 

(1) 運営協議会について 

 

≪評議員会の決議の目的である事項の提案について≫ 

1 提案日 令和2年3月10日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 定款変更(案）について 

第2号議案 役員報酬等に関する規程の一部改正(案）について 

第3号議案 2019(令和元）年度 第2次補正予算(案）について 

第4号議案 2020(令和2)年度 事業計画(案）について 

第5号議案 2020(令和2)年度 予算(案）について 

4 評議員会の決議があったものとみなされた日 令和2年3月25日 

 

≪評議員選任・解任委員会≫ 

1 開催年月日 令和元年6月7日(金曜日） 

   午後1時30分から午後2時30分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席委員 

外部委員 高橋嗣郎 

監事  由岐透 

職員  岡平ゆかり 

4 欠席委員 なし 

5 その他出席者 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

 

≪監事監査≫ 

1 監査日時 令和2年5月30日(木曜日） 



2 監査場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

職員  鳥居健一  岡平ゆかり 前田央依 

 

≪運営協議会≫ 

1 開催日時 令和元年11月8日(金曜日） 

   午前10時から午前11時35分まで 

2 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

3 出席者 

委員総数 10名 

委員出席者 10名 

  稲田恵子 村田美和子 本藤茂子 井上正子 片岡美津子 中里直子 

喜多みどり 今井サチ子 丸山純子 四方成之 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

職員  山崎正幸 奥山智子 金尾良信 岡平ゆかり 永井照行 宮﨑泰生 

吉田透 鳥居健一 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 前田央依 

4 報告事項(今年度の明桜会の主な動きについて） 

(1) サポートセンター貴和 

(2) グループホーム(あいすくりーむの家・やまゆりの家） 

(3) サポートセンター双葉 

(4) サポートセンター翔 

 

≪経営会議≫ 

1 参加者 

主担当 岡平ゆかり 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

アドバイザー (株）経営開発センター野崎悦雄氏 

職員  鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 室本早知 大西圭介 金尾良信 山崎正幸

奥山智子 永井照行 寺田俊哉 三村寛裕 前田央依 

2 開催日 5月29日 7月31日 10月30日 1月29日 

3 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

 



≪運営企画会議≫ 

1 参会者 小松正和 岡平ゆかり 鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 

2 開催日 4月2日 5月14日 6月11日 7月19日 8月6日 9月10日 10月8日 

11月12日 12月10日 1月14日 2月4日 3月10日 

3 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 

 

≪管理者会議≫ 

1 参加者 

 主担当 金尾良信 山崎正幸 奥山智子 寺田俊哉 永井照行 

 業務執行理事 小松正和 

  職員  岡平ゆかり 鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 室本早知 大西圭介 

三村寛裕 

2 開催日 4月16日 5月21日 6月18日 7月16日 8月20日 9月7日 10月15日 

11月19日 12月7日 1月21日 2月18日 3月17日 

3 開催場所 社会福祉法人明桜会 大地の家 地域交流ホール 



法
人

事
務

課

①
年

休
消

化
率

ア
ッ

プ
と

時
間

外
勤

務
状

況
の

チ
ェ

ッ
ク

～
事

業
所

と
の

連
携

～

結
果 ②

人
事

デ
ー

タ
の

整
理

結
果

①
労

務
　

働
き

方
改

革
へ

の
対

応
　

　
　

※
法

人
重

点
方

針
（
1
）

②
人

事
　

人
材

確
保

の
推

進
　

　
　

※
法

人
重

点
方

針
（3

）
③

財
務

　
消

費
税

改
正

対
応

と
コ

ス
ト

削
減

努
力

④
人

材
育

成
⑤

新
規

事
業

支
援

　
　

※
法

人
重

点
方

針
（
4
）

●
（年

に
１

度
→

）
３

ヶ
月

に
１

度
事

業
所

別
に

年
休

の
消

化
状

況
を

確
認

し
、

消
化

率
を

算
出

管
理

す
る

。
達

成
状

況
を

管
理

職
者

に
伝

え
て

い
く

。
●

（年
に

１
度

→
）
毎

月
時

間
外

勤
務

の
状

況
を

確
認

し
、

一
覧

管
理

す
る

。
必

要
に

応
じ

て
管

理
職

者
に

確
認

作
業

を
行

う
。

●
給

与
規

定
の

改
正

に
伴

い
、

改
正

後
の

処
理

ミ
ス

等
で

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
下

げ
な

い
よ

う
に

正
確

な
処

理
を

行
う

。

●
人

事
デ

ー
タ

を
整

理
し

、
職

員
の

雇
用

状
況

、
勤

続
年

数
、

離
職

率
、

資
格

状
況

、
最

終
学

歴
別

デ
ー

タ
、

育
児

休
業

制
度

利
用

状
況

、
自

己
研

修
制

度
活

用
状

況
等

、
人

材
確

保
の

た
め

に
必

要
と

な
る

職
員

デ
ー

タ
の

整
理

を
行

い
、

昨
年

度
購

入
い

た
だ

い
た

人
事

ソ
フ

ト
を

活
用

し
て

必
要

な
時

に
必

要
な

デ
ー

タ
を

出
せ

る
よ

う
に

整
え

、
今

年
度

中
に

は
運

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

全
体

と
し

て
は

、
す

べ
て

の
重

点
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
実

施
す

る
事

は
ほ

ぼ
で

き
た

。
特

に
、

働
き

方
改

革
へ

の
対

応
や

消
費

税
改

正
へ

の
対

応
は

各
事

業
所

と
連

携
し

て
行

え
た

こ
と

が
よ

か
っ

た
。

新
規

事
業

に
つ

い
て

は
様

々
な

条
件

が
整

っ
て

初
め

て
開

始
で

き
る

こ
と

な
の

で
次

年
度

も
引

き
続

き
実

施
す

る
こ

と
と

す
る

。

●
年

休
消

化
の

法
定

取
得

に
つ

い
て

は
1
2月

時
点

で
ほ

ぼ
全

事
業

所
が

実
施

で
き

て
お

り
、

年
間

消
化

率
も

上
が

っ
て

い
る

。
●

時
間

外
勤

務
に

つ
い

て
も

通
所

系
事

業
所

に
つ

い
て

は
定

時
退

社
が

定
着

化
し

つ
つ

あ
り

、
入

所
系

事
業

所
に

つ
い

て
も

特
定

業
務

を
行

う
職

員
以

外
の

平
均

時
間

は
減

少
し

た
。

●
給

与
規

定
の

改
正

に
と

も
な

う
事

務
処

理
は

、
複

数
チ

ェ
ッ

ク
・
読

み
合

わ
せ

等
を

毎
月

強
化

し
た

こ
と

に
よ

り
昨

年
よ

り
ミ

ス
は

減
少

し
た

。

デ
ー

タ
の

整
理

は
着

実
に

進
ん

だ
が

、
人

事
ソ

フ
ト

か
ら

出
せ

る
書

式
関

係
は

そ
の

ま
ま

使
用

で
き

る
こ

と
は

少
な

い
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
し

か
し

、
抽

出
条

件
を

設
定

し
て

デ
ー

タ
を

引
き

出
し

、
エ

ク
セ

ル
に

落
と

す
等

の
工

夫
で

業
務

効
率

を
上

げ
る

こ
と

は
で

き
た

。



③
１

０
月

消
費

税
率

改
正

に
伴

う
会

計
処

理
の

対
応

と
経

費
削

減
の

努
力

結
果 ④

事
務

職
員

の
人

材
育

成
の

た
め

研
修

参
加

、
課

内
勉

強
会

の
開

催

結
果 ⑤

新
規

事
業

支
援

結
果

●
消

費
税

率
改

正
に

伴
う

会
計

処
理

は
、

帳
票

関
係

の
変

更
を

行
い

、
会

計
事

務
所

か
ら

講
師

を
招

き
勉

強
会

を
行

う
等

、
事

業
所

へ
の

指
導

支
援

を
行

っ
た

。
特

に
コ

ッ
ト

ン
ベ

ー
ル

に
つ

い
て

は
レ

ジ
を

導
入

し
、

事
業

所
と

と
も

に
改

正
に

対
応

し
た

。
●

経
費

削
減

に
つ

い
て

は
、

問
題

の
な

い
コ

ピ
ー

機
は

リ
ー

ス
期

間
満

了
に

伴
う

変
更

を
か

け
ず

に
年

間
契

約
で

継
続

し
様

子
を

見
た

り
、

電
気

に
つ

い
て

は
修

繕
が

必
要

と
な

っ
た

箇
所

か
ら

Ｌ
Ｅ

Ｄ
に

変
更

し
て

い
く
等

の
工

夫
を

し
て

い
る

。
●

補
助

事
業

・
助

成
事

業
の

申
請

書
類

の
支

援
は

可
能

な
限

り
即

座
に

行
っ

た
。

●
報

酬
関

係
の

変
更

、
ま

た
2
0
1
8
年

度
に

は
新

規
事

業
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

を
開

設
し

た
が

、
そ

の
前

後
に

は
補

助
金

申
請

、
定

款
変

更
、

事
業

所
指

定
申

請
、

介
護

保
険

に
か

か
る

請
求

シ
ス

テ
ム

の
準

備
、

職
員

の
雇

用
関

係
事

務
等

、
各

種
の

許
認

可
や

届
出

を
法

人
事

務
課

が
担

当
し

、
無

事
開

設
に

こ
ぎ

着
け

た
。

今
年

度
は

法
人

の
重

点
指

針
（
3
）
に

基
づ

き
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

新
規

事
業

に
つ

い
て

の
必

要
な

支
援

を
行

う
。

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
新

規
事

業
に

つ
い

て
は

、
先

駆
的

な
取

り
組

み
を

行
う

事
業

所
の

見
学

に
帯

同
し

、
本

部
に

届
く
資

料
等

の
提

供
、

定
員

数
検

討
に

お
け

る
試

算
資

料
の

提
出

を
行

っ
た

。
ま

た
、

不
動

産
業

者
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

同
席

し
共

に
検

討
し

た
。

外
部

研
修

へ
の

参
加

の
機

会
を

あ
ま

り
提

供
で

き
な

か
っ

た
が

、
課

内
の

打
ち

合
わ

せ
を

通
し

て
担

当
業

務
の

質
の

向
上

、
個

別
の

対
応

を
通

し
て

勉
強

す
る

機
会

を
多

く
持

つ
こ

と
は

で
き

た
。

複
数

担
当

制
も

進
み

、
業

務
の

分
散

化
は

は
か

れ
て

い
る

。

●
10

月
の

消
費

税
率

改
正

に
と

も
な

い
、

会
計

ソ
フ

ト
、

会
計

帳
票

、
小

口
現

金
帳

等
の

様
式

変
更

や
税

務
関

係
へ

の
対

応
、

各
事

業
所

へ
の

指
示

、
指

導
、

支
援

を
行

う
。

●
業

務
・
契

約
見

直
し

に
よ

る
経

費
の

削
減

・
コ

ピ
ー

機
・・

・
昨

年
度

か
ら

今
年

度
に

か
け

て
入

替
を

行
っ

た
事

業
所

す
べ

て
経

費
削

減
で

き
て

い
る

。
引

き
続

き
、

リ
ー

ス
期

間
満

了
機

器
の

見
直

し
を

か
け

て
い

く
。

・
電

気
代

（
低

圧
電

力
数

ヶ
所

）
 ・

・
・
昨

年
度

高
圧

電
力

に
つ

い
て

は
2
5
%
削

減
が

可
能

と
な

っ
た

。
低

圧
電

力
に

つ
い

て
も

見
直

し
中

で
は

あ
る

が
削

減
可

能
な

事
業

所
は

変
更

契
約

を
か

け
て

い
く
。

●
補

助
事

業
、

助
成

事
業

の
申

請
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

よ
う

に
各

事
業

所
を

支
援

す
る

。

●
昨

年
度

、
労

務
担

当
職

員
が

交
代

し
た

が
、

大
幅

に
増

え
た

職
員

の
社

会
保

険
関

係
の

届
出

に
つ

い
て

も
、

年
間

を
通

じ
て

適
時

適
切

に
行

っ
た

。
ま

た
会

計
ソ

フ
ト

・給
与

ソ
フ

ト
も

新
調

す
る

中
、

各
担

当
者

は
問

題
な

く
業

務
を

進
行

さ
せ

て
い

る
。

今
年

は
さ

ら
に

労
務

・
財

務
・
法

人
運

営
、

担
当

業
務

の
研

修
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
促

し
、

課
内

勉
強

会
を

開
催

し
、

事
務

職
員

の
育

成
を

図
る

。
●

会
計

、
給

与
・
労

務
の

複
数

担
当

制
を

推
進

し
、

近
い

将
来

、
事

務
職

員
の

業
務

の
分

散
化

を
図

れ
る

よ
う

に
人

材
育

成
を

進
め

る
。



③
設

備
等

の
改

修

社
会

人
、

組
織

の
一

員
と

し
て

規
範

、
ル

ー
ル

、
組

織
と

し
て

の
秩

序
を

持
っ

て
業

務
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

。
利

用
者

支
援

に
つ

い
て

、
外

部
研

修
、

内
部

研
修

、
職

員
会

議
で

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、

実
践

を
重

ね
て

い
く

事
で

大
地

の
家

の
行

動
指

針
を

作
る

。

支
援

者
の

チ
ー

ム
力

を
向

上
さ

せ
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
る

①

障
害

者
支

援
施

設
　

大
地

の
家

・
ご

利
用

者
自

身
の

願
う

生
活

の
実

現
と

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

。
→

個
別

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

生
活

の
組

み
立

て ・
全

職
員

が
利

用
者

フ
ァ

ー
ス

ト
の

意
識

を
持

っ
て

、
ご

利
用

者
の

生
活

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

。
常

に
新

た
な

発
想

を
描

き
な

が
ら

、
職

員
と

し
て

の
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
笑

顔
が

溢
れ

る
大

地
を

目
指

し
ま

す
。

今
年

度
は

昨
年

度
後

半
か

ら
の

利
用

者
フ

ァ
ー

ス
ト

を
よ

り
具

体
的

に
実

現
出

来
る

よ
う

に
職

員
全

体
で

取
り

組
ん

で
き

た
が

、
目

標
の

5
0
%
に

も
行

か
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

ご
利

用
者

の
願

う
全

て
の

ニ
ー

ズ
に

は
ま

だ
応

え
ら

れ
て

い
な

い
。

.(
居

住
空

間
の

整
理

整
頓

、
生

活
面

サ
ポ

ー
ト

、
支

援
提

供
の

方
法

)日
々

の
業

務
に

追
わ

れ
て

し
ま

い
こ

な
す

事
で

終
わ

る
日

々
が

続
い

て
し

ま
っ

た
。

し
か

し
下

半
期

後
半

よ
り

少
し

ず
つ

大
地

の
家

が
目

指
す

方
向

性
、

役
割

に
つ

い
て

再
確

認
し

て
い

く
中

で
次

年
度

へ
の

手
応

え
が

出
て

き
た

の
も

事
実

で
あ

る
。

職
員

も
少

し
ず

つ
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

せ
る

よ
う

に
も

な
っ

て
き

て
い

る
の

で
ご

利
用

者
の

願
う

生
活

に
繋

げ
て

い
け

る
よ

う
に

継
続

し
て

取
り

組
む

会
議

の
回

数
は

重
ね

て
き

た
が

職
員

個
々

が
能

動
的

に
は

動
け

て
い

な
い

。
(大

地
が

目
指

す
将

来
像

が
共

有
出

来
て

い
な

か
っ

た
) 

下
半

期
よ

り
次

年
度

の
動

き
を

想
定

し
準

備
を

始
め

る
事

は
出

来
た

。
職

員
個

々
が

ご
利

用
者

の
生

活
、

利
用

者
フ

ァ
ー

ス
ト

に
つ

い
て

突
き

詰
め

る
事

が
十

分
に

出
来

な
か

っ
た

。
(役

職
者

、
リ

ー
ダ

ー
、

専
門

職
の

連
携

不
足

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

不
足

)

ご
利

用
者

が
望

む
生

活
の

実
現

→
個

別
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
生

活
の

組
み

立
て

②
利

用
者

自
治

会
、

利
用

者
個

人
支

援
計

画
を

通
じ

て
、

利
用

者
個

々
が

望
む

生
活

、
余

暇
、

生
き

が
い

を
実

現
で

き
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

構
築

す
る

日
中

活
動

　
(送

迎
体

制
の

確
立

、
平

日
の

活
動

内
容

(療
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

作
業

) 
の

見
直

し
行

っ
た

が
定

着
出

来
な

か
っ

た
。

  
ス

ヌ
ー

ズ
レ

ン
器

具
の

購
入

(助
成

金
申

請
が

通
り

購
入

で
き

た
)　

が
出

来
た

。
通

院
体

制
を

見
直

し
工

夫
す

る
事

で
次

年
度

へ
の

手
掛

か
り

は
で

き
た

。
年

間
行

事
(花

見
、

個
別

外
出

、
誕

生
日

外
出

、
乳

児
院

と
の

合
同

夏
祭

り
、

運
動

会
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

、
新

年
会

、
年

度
末

お
楽

し
み

会
)は

実
施

で
き

て
い

る
。

　
別

枠
で

感
謝

祭
を

実
施

し
た

が
計

画
予

定
外

で
あ

っ
た

。

結
果

結
果

ご
利

用
者

が
安

心
し

て
安

全
に

暮
ら

せ
る

よ
う

に
老

朽
し

て
い

る
設

備
を

改
修

す
る

。



④
広

報
の

充
実

①
家

族
会

に
お

い
て

活
動

状
況

を
定

期
的

に
報

告
す

る
中

で
大

地
の

活
動

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
頂

け
た

事
は

大
き

い
。

(行
事

等
に

保
護

者
後

見
人

多
数

参
加

、
物

品
寄

付
等

)
②

ブ
ロ

グ
を

定
期

的
に

ア
ッ

プ
で

き
る

よ
う

に
取

り
組

ん
で

き
た

が
ス

ピ
ー

ド
感

が
不

足
し

て
い

た
。

　
広

報
誌

は
3回

配
布

で
き

て
い

る
。

結
果

結
果

①
ボ

イ
ラ

ー
の

取
替

え
実

施
出

来
た

。
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
も

年
2回

実
施

す
る

事
に

し
た

。
　

②
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
、

自
家

発
電

の
交

換
に

向
け

て
準

備
　

次
年

度
へ

持
ち

越
し

③
館

内
の

照
明

関
係

　
次

年
度

へ
　

④
老

朽
化

し
て

い
る

公
用

車
　

施
設

で
2台

購
入

①
家

族
会

を
通

じ
て

　
利

用
者

の
生

活
を

伝
え

て
行

く
②

ブ
ロ

グ
(随

時
)、

広
報

誌
(年

3
回

)を
通

じ
て

　
大

地
の

取
り

組
み

を
伝

え
て

行
く



サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
翔

①
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め

に
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
整
備
を

行
う

結
果

②
大
型
療
育
器
材
の
活
用
と
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り

結
果

③
多
様
な
研
修
の
機
会
を
提
供
し
な

が
ら
育
成
を
図
る

結
果

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
翔
の
安
定
し
た
事
業
運
営
を
図
る

①
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
　
　
②
療
育
環
境
の
整
備
　
　
③
職
員
の
資
質
向
上
　
　
④
人
材
確
保

・
送
迎
車
両
の
整
備
　
・
利
用
者
及
び
ル
ー
ト
の
検
討
（試
走
）
　
・
送
迎
運
転
手
の
確
保
　
　
・
送
迎
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

と
周
知

・
大
型
療
育
器
材
等
の
活
用
　
　
・新
た
な
療
育
器
材
の
導
入
　
・
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
　
・ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
講
習
会
の

開
催

今
年
度
上
半
期
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
や
準
備
か
ら
始
ま
り
、
5
月
以
降
に
は
コ
ー
ス
検
討
や
試
走

を
行
い
な
が
ら
徐
々
に
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
8
月
に
は
予
定
し
て
い
た
対
象
者
（
約
3
0
名
）
を
送
迎
で
き
る
体
制

が
出
来
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
療
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
徐
々
に
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
出
来
つ

つ
あ
る
が
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
今
後
更
な
る
工
夫
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
法
人
単
位
で
の
新
人

O
J
T
な
ど
と
連
動
し
つ
つ
、
事
業
所
単
位
で
も
い
ろ
い
ろ
と
試
行
を
重
ね
な
が
ら
取
組
ん
で
い
る
。
人
材
確
保
や
定
着
に

つ
い
て
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
安
定
的
な
確
保
は
で
き
た
が
、
個
々
の
職
員
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
次
年
度
以

降
も
留
意
が
必
要
。
そ
の
他
、
地
域
共
生
に
つ
い
て
は
翔
の
ペ
ー
ス
で
継
続
し
な
が
ら
関
係
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

従
来
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
5月
よ
り
部
分
的
に
開
始
。
送
迎
車
両
に
つ
い
て
は
4
月
末
に
育
成
か
ら
寄
贈
頂
い
た
ワ
ゴ
ン
車
も
併
せ
、
公

用
車
５
台
（
ワ
ゴ
ン
車
・
乗
用
車
・軽
自
動
車
）を
使
用
し
た
。
5月
以
降
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
月
ご
と
に
新
ル
ー
ト
の
運
行
を
実
施
し
、
8月
末
に
は
当
初
の
計

画
通
り
5
コ
ー
ス
で
利
用
希
望
者
約
3
0名
の
送
迎
が
実
施
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
ま
た
、
運
転
手
の
業
務
状
況
を
見
極
め
、
夏
以
降
に
運
転
手
募
集
を
行
い
1

名
の
運
転
手
を
確
保
し
た
。
そ
の
他
、
リ
ス
ク
管
理
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
使
用
し
て
い
る
事
故
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
、
運
転
手
を
中
心
に
し
た
職
員
に

周
知
し
た
。

昨
年
度
末
に
は
大
型
療
育
器
材
（エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
・オ
ミ
ヴ
ィ
ス
タ
）
が
導
入
出
来
た
為
、
各
グ
ル
ー
プ
活
動
に
広
が
り
が
出
来
て
利
用

者
の
楽
し
み
な
時
間
が
増
え
た
。
ま
た
、
新
た
な
療
育
器
材
（
ハ
ン
モ
ッ
ク
）
を
購
入
し
療
育
環
境
の
整
備
は
更
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の
新

た
な
活
動
も
検
討
し
、
作
業
・
創
作
班
で
は
余
暇
支
援
的
な
活
動
も
取
り
入
れ
利
用
者
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
る
。
行
事
面
で
も
誕
生
日
月
毎
の
外
出
活
動
も

実
施
し
た
。
4
月
に
は
療
育
知
識
と
ス
キ
ル
取
得
に
向
け
て
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
講
習
会
を
開
催
し
周
辺
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
も
共
に
学
習
し
た
。

今
年
度
も
外
部
の
様
々
な
研
修
会
に
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
や
ス
キ
ル
に
応
じ
て
派
遣
し
全
体
的
な
資
質
向
上
に
努
め
た
。
新
任
職
員
2
名
に
対
し
て

は
今
年
度
も
O
J
T
担
当
ス
タ
ッ
フ
を
付
け
、
年
間
通
じ
て
ス
ム
ー
ズ
な
職
場
定
着
が
出
来
る
様
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
一
方
で
は
O
J
T
担
当
者
に
と
っ
て
も
良
い
振

り
返
り
の
機
会
と
な
っ
た
。
自
己
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
各
種
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
取
り
組
み
、
ア
ロ
マ
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
6
名
）
や
労
働
安
全
推
進
者

等
の
資
格
や
ス
キ
ル
を
修
得
し
た
。
ま
た
、
新
任
職
員
等
を
中
心
に
し
た
学
習
会
も
開
催
し
て
自
主
的
な
学
び
の
機
会
作
り
に
も
取
り
組
ん
だ
。

・
外
部
研
修
の
活
用
　
・
新
任
職
員
へ
の
O
J
T
の
実
施
　
・自
己
研
修
制
度
の
活
用
　
・
自
主
勉
強
会
の
開
催



④
適
切
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
と
全

職
員
の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

結
果

⑤
そ
の
他
の
報
告

今
年
度
春
に
は
配
置
基
準
に
対
し
て
多
少
余
裕
の
あ
る
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
年
度
中
期
に
は
5月
の
パ
ー
ト
職
員
1
名
の
退
職
や
、
夏
場
の
職
員
2
名

の
産
休
入
り
な
ど
に
よ
っ
て
配
置
基
準
に
近
い
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
職
安
へ
の
求
人
活
動
を
実
施
し
運
転
手
1名
を
確
保
し
，
そ
の
後
他
事
業
所
か

ら
の
紹
介
で
パ
ー
ト
2
名
の
補
充
が
出
来
て
マ
ン
パ
ワ
ー
の
調
整
が
出
来
た
。
ま
た
、
各
職
員
の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
定
期
の
個
別
面
接
時
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
定
期
的
な
役
職
者
会
議
等
で
も
検
討
し
た
。
た
だ
、
中
に
は
業
績
不
振
や
対
人
関
係
等
で
悩
ん
で
い
た
職
員
も
あ
り
、
見

守
り
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
も
実
施
し
た
。

周
辺
地
域
の
各
種
団
体
（
う
お
ず
み
ま
ち
作
り
協
議
会
、
錦
が
丘
ま
ち
作
り
協
議
会
、
魚
住
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

等
）
と
連
携
し
、
バ
ザ
ー
販
売
や
各
種
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
協
働
し
た
。

・
配
置
状
況
に
応
じ
た
人
材
補
充
（
求
人
活
動
）
　
・
各
職
員
の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
フ
ォ
ロ
ー



就
労

移
行

支
援

　
こ

ね
く
と

①

「働
く
た

め
の

勉
強

会
」
を

地
域

の
関

係
機

関
等

に
案

内
す

る
。

ま
た

、
現

在
就

労
さ

れ
て

い
る

方
に

も
働

き
続

け
る

た
め

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
保

っ
て

い
た

だ
く
。

結
果

②

特
別

支
援

学
校

・
通

信
制

高
校

に
て

説
明

会
を

実
施

す
る

と
共

に
施

設
案

内
の

ポ
ス

タ
ー

を
使

用
し

広
報

し
て

い
く
。

①
 「

働
く
た

め
の

勉
強

会
 ～

先
輩

と
語

ろ
う

」
を

実
施

、
就

労
移

行
支

援
を

基
本

に
法

人
全

体
の

啓
発

を
図

る
②

年
度

途
中

の
利

用
者

確
保

(5
～

6
名

)
③

施
設

外
の

作
業

場
所

を
確

保
(最

低
1
箇

所
)

④
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

実
施

場
所

を
コ

ッ
ト

ン
ベ

ー
ル

と
し

、
法

人
内

だ
け

で
は

な
く
地

域
の

方
々

も
参

加
で

き
る

時
間

に
し

て
い

き
、

新
規

利
用

の
案

内
や

就
労

定
着

を
促

し
て

い
く
場

と
し

て
い

く
。

(1
回

/3
ケ

月
)

※
状

況
に

応
じ

実
施

回
数

を
増

や
す

。

施
設

紹
介

(P
.P

等
)の

講
演

の
機

会
を

い
た

だ
き

、
就

労
に

繋
ぐ

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
就

労
状

況
や

定
着

支
援

事
業

な
ど

を
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
く
。

ま
た

合
わ

せ
て

コ
ッ

ト
ン

ベ
ー

ル
や

関
係

事
業

所
に

ポ
ス

タ
ー

を
利

用
し

広
報

し
て

い
く
。

①
コ

ッ
ト

ン
ベ

ー
ル

を
会

場
に

し
て

四
半

期
に

一
回

の
予

定
で

は
あ

っ
た

が
、

現
状

は
二

度
の

開
催

(7
月

・
R

2
.1

月
)を

実
施

し
た

  
 (

3
月

は
中

止
)。

夏
休

み
を

利
用

し
た

「
親

子
体

験
実

習
」で

は
1
1
組

2
3
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

②
チ

ラ
シ

を
作

成
し

見
学

案
内

や
支

援
セ

ン
タ

ー
あ

く
と

と
の

コ
ラ

ボ
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

コ
ッ

ト
ン

ベ
ー

ル
に

て
「
暮

ら
し

方
・

働
き

方
の

い
ろ

い
ろ

」を
テ

ー
マ

に
市

内
小

・
中

学
校

の
支

援
学

級
保

護
者

や
特

別
支

援
学

校
保

護
者

対
象

に
7
月

と
9

月
に

説
明

会
を

実
施

し
、

結
果

年
度

途
中

の
利

用
は

5
名

と
な

っ
た

。
③

作
業

場
所

の
確

保
と

し
て

は
新

規
は

難
し

か
っ

た
が

既
存

の
場

所
で

の
体

験
場

面
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

④
外

部
研

修
と

し
て

は
今

年
度

1
5の

研
修

を
予

定
し

て
お

り
、

職
員

全
員

が
各

研
修

や
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

し
た

。

コ
ッ

ト
ン

ベ
ー

ル
を

会
場

に
し

て
四

半
期

に
一

回
の

予
定

で
は

あ
っ

た
が

、
現

状
は

上
半

期
に

一
度

下
半

期
に

一
度

の
開

催
と

な
っ

た
。

3
月

に
予

定
し

て
い

た
が

中
止

と
な

る
。

法
人

内
事

業
所

(サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

貴
和

)に
一

部
参

加
い

た
だ

き
実

施
し

、
「仕

事
に

つ
い

て
先

輩
と

語
ろ

う
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

就
労

さ
れ

た
方

と
働

く
こ

と
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
い

事
業

所
間

の
交

流
に

も
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
夏

休
み

を
利

用
し

「
親

子
体

験
実

習
」
を

実
施

、
こ

ね
く
と

で
は

1
1

組
2
3名

の
参

加
と

な
っ

た
。



結
果

③

自
立

支
援

協
議

会
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
と

お
し

て
施

設
紹

介
や

就
労

移
行

支
援

の
認

識
を

深
め

る
た

め
の

見
学

案
内

を
実

施
し

て
い

く
。

結
果

④

地
域

企
業

へ
短

時
間

労
働

も
含

む
定

期
的

な
職

場
体

験
実

習
の

理
解

を
い

た
だ

く
た

め
の

訪
問

を
し

て
い

く
。

結
果

⑤
研

修
・
セ

ミ
ナ

ー
・
他

の
移

行
施

設
を

見
学

し
日

々
の

就
労

支
援

に
生

か
し

て
行

く
。

結
果

チ
ラ

シ
を

作
成

し
来

所
者

や
見

学
案

内
の

際
に

も
利

用
し

説
明

を
行

っ
た

。
　

ま
た

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
く
と

と
の

コ
ラ

ボ
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

コ
ッ

ト
ン

ベ
ー

ル
に

て
「暮

ら
し

方
・働

き
方

の
い

ろ
い

ろ
」
を

テ
ー

マ
に

市
内

小
・
中

学
校

の
支

援
学

級
保

護
者

や
特

別
支

援
学

校
保

護
者

対
象

に
7
月

と
9月

に
説

明
会

実
施

し
、

2
月

に
は

い
な

み
野

3
年

生
を

対
象

に
こ

ね
く

と
の

紹
介

の
機

会
を

い
た

だ
い

た
。

　
広

報
の

効
果

も
あ

り
年

度
内

の
途

中
利

用
者

は
5
名

と
な

っ
た

が
体

験
会

や
見

学
会

を
終

え
て

か
ら

の
声

で
は

将
来

利
用

希
望

の
声

も
聞

い
て

い
る

。

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

・児
童

発
達

支
援

事
業

所
・相

談
支

援
事

業
所

等
へ

広
く
就

労
移

行
の

取
組

を
知

っ
て

い
た

だ
く

た
め

に
こ

ね
く
と

の
見

学
会

と
こ

ね
く
と

か
ら

就
労

さ
れ

た
方

の
企

業
見

学
案

内
を

実
施

し
た

。
(6

月
2
回

で
1
5
名

・
9月

10
名

・
1
0月

4名
)

新
た

な
施

設
外

の
作

業
と

し
て

は
増

や
せ

て
い

な
い

が
、

現
状

の
施

設
外

作
業

の
作

業
内

容
が

増
え

、
半

日
か

ら
１

日
へ

延
長

(工
賃

も
増

額
)と

な
っ

た
。

ま
た

、
地

域
企

業
へ

の
実

習
と

し
て

は
体

験
・
雇

用
前

を
合

わ
せ

延
べ

1
5
社

1
4
名

と
な

っ
て

い
る

。
就

労
者

と
し

て
は

実
習

を
と

お
し

て
7
名

が
就

労
に

つ
な

が
っ

た
が

1
名

は
離

職
と

な
り

計
6
名

と
な

っ
た

。

県
社

協
・県

知
協

・
職

業
セ

ン
タ

ー
・ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
・
就

労
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
等

関
係

行
政

の
研

修
案

内
を

中
心

に
、

就
労

支
援

の
方

法
や

他
事

業
所

の
動

き
な

ど
の

情
報

収
集

に
あ

て
る

。

外
部

研
修

と
し

て
は

今
年

度
15

の
研

修
を

予
定

し
て

お
り

、
職

員
全

員
が

各
研

修
や

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
を

し
て

い
る

。
ま

た
他

施
設

(就
労

移
行

)の
取

組
を

知
る

た
め

の
施

設
見

学
を

年
度

内
に

1
～

2
箇

所
予

定
し

て
い

た
が

中
止

と
な

っ
た

。

H
3
0
年

度
も

試
行

的
に

実
施

し
た

が
、

他
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
方

に
も

「
明

石
市

の
障

害
者

就
労

」
を

知
っ

て
い

た
だ

く
。

す
ぐ

の
次

年
度

利
用

に
は

つ
な

が
り

に
く
い

が
、

放
課

後
デ

ィ
サ

ー
ビ

ス
の

ご
家

族
に

も
こ

ね
く

と
の

支
援

内
容

や
経

緯
を

知
っ

て
い

た
だ

く
機

会
を

つ
く

り
将

来
的

に
イ

メ
ー

ジ
を

も
っ

て
い

た
だ

く
。

就
労

支
援

活
動

を
通

じ
て

つ
な

が
り

の
あ

る
企

業
へ

｢本
物

の
社

会
経

験
」
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
た

だ
き

、
定

期
的

な
利

用
の

中
で

働
く

準
備

を
し

て
い

く
。



就
労
定
着
支
援
　
こ
ね
く
と

①

就
労
さ
れ
て
4
～
5
ヶ
月
後
を
目
処

に
該
当
者
の
状
況
把
握
を
し
て
い

き
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く

結
果

②

利
用
に
至
る
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
随
時

行
い
、
利
用
を
促
し
て
い
く
。
ま
た

今
後
の
面
談
場
所
の
ひ
と
つ
と
し

て
コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
で
の
実
施
と
す

る
。

結
果

③
企
業
担
当
者
と
の
現
状
確
認

定
着
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
保
護
者
会
で
利
用
状
況
を
随
時
お
伝
え
し
、
コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
で
の
「
説
明
会
」を
1
月
～
2
月
で
該
当
者
の
方
々
へ
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
説
明
会
を
開
催
し
た
。

職
場
で
の
状
況
を
随
時
お
聞
き
し
、
定
着
支
援
計
画
作
成
(1
回
/
3
ヶ
月
)に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
の
企
業
か
ら
の
情
報

収
集
を
行
う
。

①
年
度
途
中
の
契
約
者
確
保
(4
～
5
名
)

②
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス
説
明
会
を
実
施
(コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
に
て
)

③
企
業
と
の
連
絡
調
整

④
就
労
定
着
支
援
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

就
労
後
６
ヵ
月
の
支
援
途
中
よ
り
現
状
把
握
を
行
い
、
就
労
支
援
員
か
ら
就
労
定
着
支
援
員
へ
の
引
継
ぎ
を
行
い
新
た

な
利
用
者
確
保
に
努
め
る
。

説
明
会
に
お
い
て
定
着
支
援
事
業
の
資
料
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
今
後
ど
ん
な
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

か
を
伝
え
、
安
心
し
て
契
約
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
、
こ
ね
く
と
利
用
か
ら
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
の
一
貫
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
の
機
会
と
す
る
。

①
今
年
度
の
新
規
利
用
者
に
関
し
て
は
就
労
支
援
員
と
定
着
支
援
員
と
の
情
報
交
換
を
実
施
し
企
業
担
当
者
と
の
引

継
を
行
っ
た
。

②
定
着
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
保
護
者
会
で
随
時
伝
え
た
が
、
「
説
明
会
」
と
し
て
の
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

③
随
時
訪
問
の
際
に
は
企
業
担
当
者
か
ら
の
情
報
収
集
は
実
施
で
き
て
い
る
が
面
談
時
間
を
調
整
し
に
く
い
と
い
う
課

題
が
見
ら
れ
た
。

④
他
施
設
の
支
援
ケ
ー
ス
の
報
告
等
、
参
考
に
な
る
研
修
を
提
供
し
た
。

今
年
度
の
新
規
利
用
者
に
関
し
て
は
個
別
に
説
明
を
行
い
、
5名
の
新
規
利
用
に
つ
な
が
っ
た
。



結
果

④
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
・
し
ご
と
部
会
等
に

参
加
し
定
着
支
援
事
業
の
理
解
を

深
め
る
。

結
果

随
時
、
訪
問
の
際
に
は
企
業
担
当
者
か
ら
の
情
報
収
集
は
実
施
で
き
た
が
、
面
談
時
間
が
調
整
し
に
く
い
と
い
う
課
題
が
見
え
た
。

他
施
設
の
支
援
ケ
ー
ス
の
報
告
等
、
参
考
に
な
る
研
修
を
選
び
提
供
し
た
。

職
員
の
資
質
向
上
と
他
施
設
の
定
着
支
援
事
業
の
情
報
を
収
集
し
、
よ
り
良
い
継
続
就
労
の
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
。

(ア
セ
ス
メ
ン
ト
要
領
/
家
族
と
の
連
携
/
企
業
と
の
連
携
)



就
労
継
続
B
型
　
の
ぞ
み

①

ク
ッ
キ
ー
・ケ
ー
キ
の
販
売
を
と
お

し
て
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

近
隣
の
児
童
施
設
・
学
校
と
連
携

し
販
路
拡
大
を
し
て
い
く
。

結
果

②

コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
で
の
地
域
交
流
イ

ベ
ン
ト
や
店
内
装
飾
・
販
売
活
動
を

と
お
し
て
法
人
内
事
業
所
間
の
意

識
共
有
を
進
め
る
。

①
工
賃
向
上
に
努
め
る
。
(月
平
均
工
賃
1
5
,0
0
0円
目
標
)

②
消
費
税
増
額
に
合
わ
せ
た
商
品
管
理
(価
格
設
定
)を
し
て
い
く
。

③
コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
を
利
用
し
た
余
暇
活
動
と
地
域
と
の
交
流
行
事
を
実
施
。

④
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。

⑤
地
域
へ
の
発
信
お
よ
び
法
人
内
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施
。
(コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
)

昨
年
度
の
各
イ
ベ
ン
ト
販
売
デ
ー
タ
を
基
に
商
品
種
類
や
販
売
個
数
を
確
認
し
販
売
調
整
を
し
て
い
く
。
ま
た
新
し
い
販

売
に
積
極
的
に
参
加
し
工
賃
向
上
・
集
客
に
努
め
る
。

(1
35
E
ネ
ッ
ト
/
自
立
支
援
協
議
会
/
東
播
磨
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
/や
ま
て
地
区
社
協
/や
ま
て
町
協
/
や
ま
て
町
中
ゾ
ー
ン

/大
久
保
北
中
学
校
/
市
内
保
育
所
　
等
)

繁
忙
期
を
除
い
た
月
に
あ
わ
せ
｢親
子
で
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
」
を
実
施
し
、
販
売
活
動
に
つ
な
ぎ
工
賃
向
上
に
繋
げ
て
い
く
。

周
年
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
講
演
者
を
お
呼
び
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
飾
る
。
ま
た
画
材
等
を
利
用
し
た
創
作
活
動
を
共
有
す
る
こ

と
で
事
業
所
間
の
交
流
を
図
る
。

①
下
半
期
の
イ
ベ
ン
ト
販
売
の
中
止
が
目
立
っ
た
こ
と
も
あ
り
実
平
均
工
賃
と
し
て
は
10
,0
0
0
円
に
満
た
な
か
っ
た
。

②
税
額
変
更
に
合
わ
せ
イ
ー
ト
イ
ン
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
対
応
し
、
適
正
価
格
設
定
に
努
め
た
。

③
の
ぞ
み
の
余
暇
活
動
で
の
利
用
や
明
石
市
か
ら
の
清
掃
活
動
の
委
託
や
近
隣
地
域
か
ら
の
内
職
作
業
の
依
頼
な
ど

地
域
交
流
が
深
ま
っ
た
が
当
初
予
定
し
て
い
た
高
齢
者
や
地
域
の
児
童
と
の
交
流
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

④
今
年
度
は
明
石
市
よ
り
「
食
品
衛
生
優
良
施
設
」
と
し
て
表
彰
い
た
だ
き
、
職
員
・
利
用
者
と
も
に
一
層
の
衛
生
管
理

に
努
め
た
。
ま
た
毎
日
の
通
所
が
課
題
で
あ
る
利
用
者
に
対
し
て
手
の
届
く
目
標
設
定
を
行
い
欠
席
日
数
を
少
な
く
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
た
。

地
区
社
協
を
と
お
し
て
、
自
治
会
関
係
2箇
所
、
近
隣
の
中
学
2
校
よ
り
ま
と
ま
っ
た
注
文
を
い
た
だ
き
、
ま
た
体
験
及
び
見
学
会
の
際
の
購
入
に
ご
注
文
を
い

た
だ
い
た
。
今
年
度
の
夏
休
み
親
子
体
験
実
習
で
は
特
別
支
援
学
校
よ
り
1
3
組
2
6
名
、
市
内
小
・中
学
校
特
別
支
援
学
級
よ
り
5
組
1
0
名
の
方
が
参
加
と

な
っ
た
。
収
入
と
し
て
は
下
半
期
の
イ
ベ
ン
ト
販
売
の
中
止
が
目
立
っ
た
こ
と
も
あ
り
実
平
均
工
賃
と
し
て
は
1
0,
00
0
円
に
見
た
な
か
っ
た
が
「重
度
者
支
援
体

制
加
算
」を
含
め
て
昨
年
度
と
同
じ
1
0
,0
0
0
以
上
2
0,
00
0
以
下
の
ラ
イ
ン
で
の
基
本
報
酬
は
確
保
で
き
た
。
　
　
※
兵
庫
県
平
均
工
賃
　
14
,0
4
1円



結
果

③

の
ぞ
み
の
出
張
所
と
し
て
の
コ
ッ
ト

ン
ベ
ー
ル
を
極
力
活
用
し
、
余
暇

活
動
等
環
境
を
変
え
て
活
動
す
る

こ
と
で
利
用
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

繋
げ
る
。

結
果

④
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
個
々

の
特
性
・理
解
に
努
め
る
。

結
果

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
は
作
品
展
や
し
ご
と
部
会
の
開
催
場
所
と
し
て
ま
た
カ
イ
ロ
体
験
等
の
利
用
が
あ
っ
た
。
毎
月
の
定
例
的
な
利
用
と
し
て
は
日
本
語
教

室
・
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
・
お
抹
茶
会
等
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
法
人
内
で
は
8月
に
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
2
月
～
3
月
の
イ
ベ
ン
ト
に
関

し
て
は
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
　
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
月
3
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
事
業
所
間
の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
た
。

の
ぞ
み
の
余
暇
活
動
で
女
性
利
用
者
対
称
に
「
お
化
粧
教
室
」
な
ど
環
境
を
変
え
て
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
明
石
市
か
ら
の
清
掃
活
動
の
委
託
や
近

隣
地
域
か
ら
の
内
職
作
業
の
依
頼
な
ど
地
域
交
流
が
深
ま
っ
た
が
当
初
予
定
し
て
い
た
高
齢
者
や
地
域
の
児
童
と
の
交
流
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
年
度
は
明
石
市
よ
り
「食
品
衛
生
優
良
施
設
」
と
し
て
表
彰
い
た
だ
き
、
そ
の
機
会
に
職
員
・
利
用
者
と
も
に
一
層
の
衛
生
管
理
に
努
め
た
。
利
用
者
支
援

で
は
、
毎
日
の
通
所
が
課
題
で
あ
る
利
用
者
に
対
し
て
手
の
届
く
目
標
設
定
を
行
い
欠
席
日
数
を
少
な
く
す
る
た
め
の
個
々
の
特
性
理
解
に
努
め
た
。

施
設
内
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
部
コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
で
実
施
し
、
環
境
を
変
え
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
ま

た
地
域
と
の
交
流
行
事
を
企
画
し
児
童
や
ご
老
人
も
含
め
ご
招
待
し
地
域
交
流
を
深
め
る
。

衛
生
管
理
は
も
と
よ
り
個
々
の
特
性
や
体
力
的
な
こ
と
も
i踏
ま
え
た
日
中
活
動
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の
資
質
を
高
め
て

い
く
。



サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
貴
和

①
明
石
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新

館
（
以
下
、
新
館
と
す
る
）
の
充
実

と
安
定

結
果

1.
明
石
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
館
（
以
下
、
「
新
館
」
と
す
る
）
の
充
実
と
安
定

2.
平
均
工
賃
の
向
上

　
平
成
2
9
年
度
の
兵
庫
県
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
平
均
工
賃
1
4
,0
4
1
円
を
目
指
す
。

3.
新
規
利
用
者
3
名
獲
得

・社
会
福
祉
協
議
会
と
密
に
連
携
を
図
り
、
状
況
や
課
題
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
共
通
認
識
の
上
で
充
実
し
た
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

・学
校
関
係
、
高
齢
者
及
び
障
害
福
祉
関
係
、
保
育
園
及
び
幼
稚
園
、
近
隣
地
域
等
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
包

括
的
な
広
報
活
動
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
訪
問
実
演
等
）
を
行
な
い
、
明
石
市
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
街
づ
く
り
並

び
に
誰
も
が
集
え
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

・障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
見
学
と
研
修
に
参
加
し
、
職
員
の
専
門
性
と
理
解
を
深
め
る
。

・定
期
的
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
大
会
を
開
催
し
、
利
用
者
の
競
技
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
生
涯
に
渡
り
継

続
し
て
競
技
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

・兵
庫
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
、
そ
の
他
市
内
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
そ
れ
ら
関
係
団
体
に
講
師
を
依
頼
し
専
門
的
な
指
導
を
仰
ぐ
。

・本
年
度
か
ら
明
石
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
館
の
業
務
委
託
を
受
け
て
い
る
。
新
館
業
務
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と

同
時
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
新
館
の
啓
発
と
し
て
広
報
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
新
館
と
し
て
の
基
礎
と
な
る
活
動
は
あ
る
程
度
固
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

・今
年
度
の
平
均
工
賃
1
5
,1
1
0
円
。
目
標
金
額
に
到
達
し
て
い
る
。

・新
規
利
用
者
1
名
獲
得
。
目
標
人
数
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。

・5
月
1
3
日
か
ら
新
館
が
開
館
と
な
り
、
近
隣
地
域
の
住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
業
所
、
特
別
支
援
学
校
、
就
労
し
て
い
る
障
害
者
等

に
対
し
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
初
め
て
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
方
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
緒
に
プ
レ
ー
し
な
が
ら
ル
ー
ル
や

競
技
内
容
な
ど
を
教
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
地
域
の
小
学
生
や
高
齢
者
、
障
害
分
野
の
事
業
所
な
ど
が
興
味
を
持
た
れ
、
継
続
し
て
何
度
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
就
労
さ
れ
て
い
る
方
や
夜
間
の
利
用
な
ど
は
、
利
用
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

・毎
週
木
曜
日
（
1
3
：
3
0
～
14
：
30
）
に
各
種
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
（
ボ
ッ
チ
ャ
・
卓
球
バ
レ
ー
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・リ
ズ
ム
体
操
）

・み
ん
な
食
堂
開
催
時
に
、
参
加
者
を
対
象
に
し
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
実
施
し
、
競
技
の
紹
介
や
交
流
試
合
を
行
な
っ
て
い
る
。

・9
月
7
日
（
土
）
、
新
館
で
第
1
回
目
の
卓
球
バ
レ
ー
交
流
大
会
、
1
1
月
1
6
日
（
土
）
、
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会
を
実
施
し
て
い
る
。

・貴
和
が
新
館
の
清
掃
業
務
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
補
助
業
務
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
障
害
の
あ
る
利
用
者
が
清
掃
の
合
間
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
補
助
と
し

て
来
館
者
に
対
し
卓
球
バ
レ
ー
や
卓
球
等
の
相
手
を
務
め
て
い
る
。



②

平
均
工
賃
の
向
上

平
成
2
9
年
度
の
兵
庫
県
就
労
継

続
支
援
B
型
事
業
所
平
均
工
賃

14
,0
4
1円
を
目
指
す
。

結
果

③
新
規
利
用
者
3
名
獲
得

結
果

・当
年
度
の
平
均
工
賃
は
15
,1
1
0円
と
な
り
、
昨
年
度
の
平
均
工
賃
8
,1
3
1円
に
対
し
1
8
5％
と
な
っ
て
い
る
。
目
標
金
額
に
対
し
て
は
1
0
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

工
賃
が
向
上
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
、
新
館
で
の
日
常
清
掃
及
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
補
助
業
務
で
の
委
託
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
作
業
所
で
の
作
業
に
お
い

て
は
、
時
期
に
よ
る
納
入
量
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
年
間
を
通
し
て
例
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
工
賃
の
向
上
と
利
用
者
へ
の
安
定
し
た
作
業
提
供
の
た

め
、
既
存
の
作
業
に
加
え
て
新
規
の
作
業
を
2つ
導
入
し
て
い
る
。

・利
用
者
が
仕
上
げ
ら
れ
る
量
以
上
の
作
業
を
取
り
入
れ
て
い
る
日
も
多
く
、
今
後
今
以
上
の
工
賃
を
目
指
す
う
え
で
は
作
業
単
価
や
作
業
種
の
検
討
が
重

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

・4
月
か
ら
新
規
の
利
用
者
1
名
が
利
用
さ
れ
、
定
員
2
0
名
に
対
し
現
在
2
1
名
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
目
標
の
3
名
に
は
達
し
て
い
な
い
。

・体
験
会
や
見
学
な
ど
で
、
貴
和
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

・目
標
人
数
に
達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
定
員
2
0
名
を
考
え
る
う
え
で
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
利
用
者
の
就
労
に
向
け
た
移
行
が
今
後
の
貴
和
の
課
題
と
な

る
。
ま
た
、
移
行
を
想
定
す
る
こ
と
で
の
新
規
の
利
用
者
獲
得
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・貴
和
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
行
政
や
相
談
機
関
の
窓
口
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
の
学
生
に
も
配

布
し
、
卒
業
後
の
進
路
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
よ
う
保
護
者
と
生
徒
と
学
校
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

・利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
所
運
営
を
行
な
う
。
（
作
業
内
容
の
充
実
、
作
業
工
賃
の
ア
ッ
プ
、
就
労
等
に
向
け
て

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
新
館
等
の
事
業
所
外
作
業
を
経
験
す
る
上
で
の
就
労
支
援
、
必
要
に
応
じ
送
迎
支
援
　
等
）

・特
別
支
援
学
校
の
学
生
と
保
護
者
に
対
し
、
貴
和
で
の
親
子
体
験
会
を
実
施
す
る
。

・希
望
者
に
応
じ
て
、
「貴
和
で
の
作
業
」
と
「新
館
で
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
」
と
の
併
用
利
用
を
提
供
す
る
。

・企
業
か
ら
の
納
入
量
が
時
期
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
納
入
量
の
少
な
い
時
期
に
は
新
規
の
作
業
を
導
入

し
、
作
業
量
1
1
0％
（全
体
作
業
量
/
日
中
作
業
量
）を
継
続
し
て
保
て
る
よ
う
に
す
る
。

・4
月
よ
り
共
生
館
で
の
清
掃
業
務
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
そ
の
共
生
館
で
の
作
業
が
定
着
次
第
、
他
の
企
業
内
作
業
を

探
っ
て
い
く
。

・単
価
効
率
の
悪
い
作
業
を
精
査
し
、
新
規
作
業
と
の
入
れ
替
え
を
検
討
し
て
い
く
。

・利
用
者
の
作
業
能
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

・企
業
か
ら
の
下
請
け
作
業
だ
け
に
拘
ら
ず
、
自
事
業
所
で
の
生
産
作
業
の
可
能
性
も
模
索
し
て
い
く
。



サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
双
葉

①
利
用
者
の
満
足
度
を
維
持
・
向
上

し
て
い
く

結
果

②
職
員
の
資
質
向
上
を
は
か
る

結
果

③
地
域
の
中
で
双
葉
の
認
知
度
を
高

め
て
い
く

２
０
名
の
定
員
を
満
た
す
こ
と
と
と
も
に
、
今
後
の
双
葉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
１
年
を
か
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
個
別
外
出
や
調
理
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
、
散
策
、
プ
ー
ル
な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。
も
ち
ろ

ん
利
用
者
が
主
体
と
な
る
よ
う
に
可
能
な
限
り
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
意
思
を
引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
（
意

思
決
定
支
援
の
強
化
）

支
援
学
校
や
地
域
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
説
明
会
や
見
学
会
な
ど
を
企
画
し
実
施
す
る
。
特
に
双
葉
は
明

石
の
西
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
石
地
区
の
み
な
ら
ず
、
播
磨
町
や
稲
美
町
も
視
野
に
入
れ
働
き
か
け
る
。

１
８
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
登
録
者
数
も
8
月
か
ら
1
2
月
に
か
け
て
３
名
増
加
し
２
１
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
休
息
の
た
め
の
欠

席
や
他
事
業
所
と
の
併
用
利
用
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
通
所
自
粛
な
ど
で
２
１
名
全
員
揃
う
こ
と
は

な
く
、
稼
働
率
も
年
間
平
均
７
５
．
１
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

今
後
の
双
葉
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
の
双
葉
の
特
徴
を
大
切
に
し
、
地
域
の
福
祉
を
盛
り
上
げ
る
一
つ
の
資
源
と

し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
保
護
者
や
利
用
者
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
延
長
を

希
望
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

今
年
度
は
利
用
者
・
保
護
者
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
度
行
う
こ
と
で
広
く
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
お
む
ね
満
足
さ
れ
て
い

る
方
が
大
半
で
あ
る
が
、
一
部
利
用
者
本
人
か
ら
は
双
葉
で
の
人
間
関
係
や
ス
タ
ッ
フ
の
配
慮
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
な
ど
を
指
摘
い
た
だ
き
、
職
員
間
で
共
有

し
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
事
な
ど
の
際
に
は
写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
で
き
る
だ
け
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
聞
き
出
す

よ
う
に
し
た
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
利
用
者
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
概
ね
維
持
で
き
て
い
る
と
言
え
る
。

説
明
会
や
見
学
会
に
つ
い
て
は
法
人
の
企
画
で
実
施
し
た
た
め
双
葉
単
独
と
し
て
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
播
磨
町
や
稲
美
町
、
加
古
川
方
面
よ
り
見
学
の
依

頼
な
ど
を
数
件
い
た
だ
い
た
。
一
方
定
員
に
つ
い
て
は
８
月
～
１
２
月
に
か
け
て
３
名
の
利
用
者
が
登
録
さ
れ
、
現
在
登
録
者
は
２
１
名
と
な
っ
た
。

昨
年
度
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
で
は
コ
ミ
セ
ン
を
軸
に
良
い
関
係
が
築
け
た
。
今
年
度
も
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
ち
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
は
利
用
者
も
参
加
す
る
機
会
を
作
り
、
地
域
の
中
で
双
葉
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
。



結
果

④
職
員
の
資
質
向
上
を
は
か
る

結
果

⑤
双
葉
の
方
向
性
を
考
え
る

結
果

二
見
西
小
コ
ミ
セ
ン
か
ら
は
料
理
教
室
、
夏
祭
り
、
聴
導
犬
学
習
会
、
A
C
E
ボ
ー
ル
交
流
会
、
文
化
祭
、
防
災
日
帰
り
旅
行
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
お
誘
い
を
受
け

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
上
西
厚
生
館
か
ら
も
芋
植
え
・芋
ほ
り
体
験
の
お
話
を
い
た
だ
き
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
地
域
の
方
か
ら
利
用
者
や

職
員
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
顔
見
知
り
の
地
域
の
方
も
増
え
よ
い
交
流
が
で
き
た
。

外
部
の
研
修
に
つ
い
て
は
４
名
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
回
、
虐
待
や
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研
修
に
参
加
し
た
。
事
業
所
内
で
は
月
１
回
と
ま
で
は
い

か
な
か
っ
た
が
、
年
間
を
通
し
て
７
回
ほ
ど
虐
待
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
に
関
す
る
こ
と
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
ま
つ
わ
る
こ
と
な
ど
を
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が

行
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
送
迎
が
あ
る
こ
と
で
ど
う
し
て
も
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
次
年
度
は
利
用
者
の
出
勤
日
の
う
ち
、
半
日
出
勤
日
を
年

に
２
回
設
定
し
、
半
日
を
職
員
会
議
に
あ
て
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

現
在
の
双
葉
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
あ
り
方
や
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。
（
ハ
ー
ド
面
で
は
修

繕
、
立
て
替
え
、
移
転
、
統
合
、
廃
止
な
ど
。
ソ
フ
ト
面
で
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
の
延
長
、
隣
接
す
る
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

の
里
を
巻
き
込
ん
だ
共
生
へ
の
取
り
組
み
な
ど
）

説
明
会
や
見
学
な
ど
を
通
し
て
聞
か
れ
る
意
見
の
中
で
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
送
迎
、
小
規
模
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
、
就
B
に
近
い
生
活
介
護
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
な

ど
が
聞
か
れ
、
双
葉
の
よ
う
な
小
さ
な
事
業
所
の
必
要
性
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
こ
と
と
、
現
在
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
も
可
能
な
限
り
こ
た
え
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
双
葉
の
あ
る
地
区
に
は
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
里
や
幼
・
小
・
中
・
高
な
ど
の
学
校
が

近
く
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
巻
き
込
み
地
域
の
福
祉
を
盛
り
上
げ
る
資
源
の
一
つ
と
し
て
事
業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
基
盤
と
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
外
部
へ
の
研
修
参
加
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
内
で
も
研
修
を
月
１
回
以
上
行
い
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
資
質
の
向
上
へ
つ
な
げ
る
。



共
同

生
活

援
助

 や
ま

ゆ
り

の
家

①
第

８
や

ま
ゆ

り
の

家
の

開
設

に
取

り
掛

か
る

。

結
果

②
個

別
支

援
計

画
の

強
化

結
果

・支
援

員
の

遅
出

勤
務

を
増

や
す

事
で

、
利

用
者

と
の

面
談

時
間

の
確

保
や

夜
勤

者
と

の
意

見
交

換
も

強
化

出
来

た
。

「利
用

者
か

ら
の

信
頼

」
を

再
度

意
識

し
て

関
わ

り
を

強
化

し
た

。
定

期
的

な
面

談
を

実
施

す
る

事
で

、
こ

れ
ま

で
聞

か
れ

な
か

っ
た

「困
り

事
」
や

「将
来

像
」
を

語
れ

る
利

用
者

も
出

て
来

た
。

支
援

員
だ

け
で

な
く
、

世
話

人
・
夜

勤
者

も
巻

き
込

ん
だ

支
援

を
意

識
的

に
行

っ
た

。

・
第

8や
ま

ゆ
り

の
家

の
開

所
を

目
指

す
。

（
支

援
区

分
の

高
い

方
で

も
対

応
で

き
る

ホ
ー

ム
）

・
個

別
支

援
の

強
化

・
職

員
（
世

話
人

・夜
勤

者
）
の

確
保

と
定

着
。

加
え

良
好

な
意

思
疎

通
が

図
れ

る
体

制
づ

く
り

。

・
具

体
的

な
物

件
候

補
を

探
す

。
・
ホ

ー
ム

の
支

援
体

制
、

運
営

体
制

を
検

討
す

る
。

・
加

算
を

含
め

、
重

度
者

受
け

入
れ

の
課

題
等

を
行

政
に

働
き

掛
け

る
。

・
法

人
内

事
業

所
で

の
サ

ー
ビ

ス
・
制

度
内

容
の

説
明

会
。

(軽
度

＝
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

。
　

重
度

＝
入

所
の

イ
メ

ー
ジ

払
拭

）

・
し

っ
か

り
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
す

る
。

個
の

ニ
ー

ズ
や

意
向

を
改

め
て

整
理

す
る

。
・
職

員
の

勤
務

配
置

時
間

の
変

更
（夕

方
以

降
の

ホ
ー

ム
巡

回
強

化
）

・
現

状
の

ホ
ー

ム
の

ル
ー

ル
や

慣
例

化
し

て
い

る
事

が
障

壁
と

な
っ

て
い

る
事

の
整

理
。

・
ホ

ー
ム

と
し

て
の

限
界

が
ど

こ
な

の
か

？
改

善
・打

開
策

は
な

い
の

か
？

の
検

討
。

・
職

員
の

意
識

改
革

。

・
結

果
と

し
て

第
８

や
ま

ゆ
り

の
家

の
開

設
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

準
備

・
検

討
を

進
め

る
過

程
で

、
大

地
の

家
の

個
室

化
等

の
課

題
も

浮
き

彫
り

と
な

り
、

年
度

内
の

開
設

を
見

送
っ

た
。

し
か

し
、

重
度

者
支

援
に

関
す

る
研

修
受

講
の

強
化

や
実

践
す

る
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
見

学
な

ど
を

行
い

、
実

現
に

向
け

て
の

職
員

間
の

共
通

認
識

は
高

め
た

。
・
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

真
意

に
向

き
合

う
姿

勢
を

職
員

間
で

共
有

し
、

ケ
ー

ス
会

議
や

世
話

人
・
夜

勤
者

を
含

む
事

業
所

内
研

修
会

を
開

催
す

る
な

ど
し

支
援

力
向

上
に

努
め

た
。

・
職

員
の

欠
員

が
生

じ
た

際
の

補
充

に
は

、
非

常
に

苦
戦

を
強

い
ら

れ
た

。
様

々
な

求
人

活
動

を
試

み
て

み
た

が
、

反
応

自
体

が
乏

し
い

現
状

で
あ

る
。

・
支

援
員

の
遅

出
勤

務
を

増
や

す
事

で
、

夜
勤

・
世

話
人

と
の

意
思

疎
通

を
強

化
し

た
。

様
々

な
課

題
抽

出
・
意

見
交

換
に

も
つ

な
が

り
効

果
的

で
あ

っ
た

と
思

え
る

。

・「
重

度
者

対
応

の
受

け
入

れ
・
実

践
」
を

今
後

の
や

ま
ゆ

り
の

家
の

目
標

に
掲

げ
、

意
欲

的
に

「
研

修
」
「
見

学
」
に

取
り

組
ん

だ
。

結
果

と
し

て
は

開
設

に
は

至
ら

な
か

っ
た

が
、

今
後

の
方

向
性

（
誰

も
が

利
用

で
き

る
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
を

明
確

化
す

る
事

で
、

新
た

な
意

識
改

革
が

芽
生

え
た

。
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

だ
け

で
な

く
、

一
人

暮
ら

し
や

サ
テ

ラ
イ

ト
へ

の
移

行
を

目
指

し
た

支
援

を
意

識
す

る
切

っ
掛

け
づ

く
り

に
も

発
展

し
た

。



③
職

員
(世

話
人

・
夜

勤
者

）
と

の
良

好
な

関
係

を
構

築
し

、
ホ

ー
ム

の
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

結
果

④
Ｇ

Ｈ
の

広
報

活
動

結
果

・遅
出

勤
務

の
強

化
と

、
ホ

ー
ム

の
担

当
職

員
を

明
確

化
す

る
事

で
、

ホ
ー

ム
職

員
と

の
意

思
疎

通
を

強
化

し
た

。
担

当
職

員
に

ホ
ー

ム
管

理
や

利
用

者
支

援
の

裁
量

を
渡

す
事

で
、

現
場

で
の

神
速

な
対

応
や

判
断

を
行

え
る

体
制

を
目

指
し

た
。

ま
だ

ま
だ

確
立

し
た

形
に

ま
で

は
至

っ
て

い
な

い
が

、
以

前
よ

り
現

場
の

声
に

は
ス

ム
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
体

制
に

な
っ

て
い

る
。

加
え

、
支

援
員

の
意

識
や

判
断

・指
揮

能
力

の
育

成
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。

・各
機

会
を

設
定

し
、

「
親

亡
き

あ
と

の
場

所
」
で

は
な

く
、

「
自

ら
の

住
ま

い
」
で

あ
る

広
報

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用
に

関
し

て
は

課
題

を
残

し
た

。
他

事
業

所
と

比
較

す
る

と
頻

度
的

に
も

内
容

的
に

も
劣

っ
た

。
ま

た
地

域
の

中
で

の
知

名
度

に
関

し
て

も
、

ま
だ

ま
だ

浸
透

出
来

て
い

な
い

現
状

を
知

り
、

今
後

の
広

報
活

動
の

重
点

課
題

と
認

識
し

た
。

・
職

員
の

勤
務

配
置

時
間

の
変

更
（夕

方
以

降
の

ホ
ー

ム
巡

回
強

化
）

・
話

を
聞

く
、

助
言

す
る

機
会

の
増

加
を

図
る

。
・
的

確
な

指
示

を
行

え
る

本
部

機
能

を
構

築
す

る
。

（
管

理
体

制
を

見
直

す
）

・
Ｈ

Ｐ
，

ブ
ロ

グ
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
の

強
化

。
・
各

保
護

者
会

で
の

広
報

。
・
育

成
会

へ
の

働
き

掛
け

。
・
「
親

亡
き

あ
と

の
場

所
」
で

は
な

く
、

「自
ら

の
住

ま
い

」と
し

て
周

知
。



あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

①
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

の
存

在
意

義
を

持
ち

続
け

る

結
果

・一
人

ひ
と

り
に

と
っ

て
「
今

」
が

大
切

で
あ

る
こ

と
の

共
通

認
識

を
持

つ
。

＊
業

務
の

流
れ

を
優

先
す

る
の

で
は

な
く
、

手
を

止
め

そ
の

方
の

「
今

」
に

寄
り

添
い

向
き

合
う

。
＊

個
を

知
る

こ
と

で
信

頼
関

係
を

構
築

し
、

安
心

感
や

安
ら

ぎ
に

繋
げ

、
些

細
な

変
化

も
見

逃
さ

な
い

。
＊

意
見

交
換

の
し

や
す

い
雰

囲
気

や
場

所
・時

間
の

設
定

を
行

う
。

＊
経

過
や

振
り

返
り

を
職

員
間

で
丁

寧
に

行
う

。

・あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

の
存

在
意

義
を

一
人

ひ
と

り
が

持
ち

続
け

、
同

じ
目

的
・
目

標
に

向
か

っ
て

働
け

る
 雰

囲
気

や
体

制
を

整
え

る
。

・職
種

、
雇

用
形

態
が

様
々

な
職

員
配

置
で

、
2
4
時

間
の

ト
ー

タ
ル

支
援

を
行

う
。

職
員

間
の

共
通

認
識

や
 理

解
は

不
可

欠
で

あ
る

。
・シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

を
ご

利
用

い
た

だ
く
た

め
の

医
療

的
受

け
入

れ
体

制
を

整
え

る
。

あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

の
存

在
意

義
は

職
員

個
々

に
持

ち
合

わ
せ

る
こ

と
が

出
来

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
今

を
大

切
に

利
用

者
と

向
き

合
う

こ
と

が
私

た
ち

の
使

命
の

一
つ

で
あ

り
、

後
悔

を
し

な
い

た
め

の
支

援
を

そ
れ

ぞ
れ

が
感

じ
て

い
る

。
但

し
そ

の
後

悔
を

し
な

い
こ

と
が

自
己

満
足

で
あ

っ
て

は
い

け
な

い
こ

と
も

理
解

し
て

い
る

。
「自

分
ら

し
く
生

き
て

い
く
」
そ

の
様

な
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

の
イ

メ
ー

ジ
が

作
ら

れ
つ

つ
あ

る
。

24
時

間
ト

ー
タ

ル
支

援
を

行
う

上
で

、
看

護
師

と
の

連
携

は
勿

論
、

夜
勤

世
話

人
、

日
中

世
話

人
と

も
良

好
な

関
係

作
り

に
努

め
て

き
た

。
現

在
は

落
ち

着
い

て
い

る
が

、
看

護
師

、
夜

勤
者

等
の

欠
員

に
は

苦
慮

し
た

。
働

き
や

す
い

環
境

と
共

に
職

員
間

の
関

係
性

は
務

め
や

す
さ

へ
繋

が
る

。
一

概
に

こ
れ

ら
だ

け
が

欠
員

の
要

因
で

は
な

い
が

、
そ

う
な

ら
な

い
た

め
の

も
、

声
を

掛
け

合
え

る
関

係
性

の
構

築
に

は
さ

ら
に

努
め

た
い

。
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

に
関

し
て

は
、

で
き

る
限

り
何

方
に

で
も

利
用

い
た

だ
け

る
よ

う
受

け
入

れ
可

能
範

囲
は

設
け

ず
、

丁
寧

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

重
ね

、
双

方
同

意
の

上
、

利
用

い
た

だ
け

る
よ

う
進

め
る

こ
と

と
し

た
。

業
務

の
流

れ
は

滞
る

こ
と

な
く
進

め
ら

れ
、

利
用

者
に

向
き

合
う

姿
勢

の
大

切
さ

を
職

員
は

実
践

し
て

き
た

。
そ

れ
に

加
え

利
用

者
も

生
活

や
環

境
に

慣
れ

て
き

た
こ

と
も

あ
り

、
自

身
の

気
持

ち
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

そ
れ

ら
の

想
い

を
一

つ
で

も
多

く
叶

え
て

い
く
こ

と
に

努
め

た
。

し
か

し
な

が
ら

意
思

表
示

が
難

し
い

方
が

求
め

て
い

る
も

の
を

如
何

に
的

確
に

見
つ

け
出

す
か

は
課

題
と

し
て

残
る

。
ま

た
同

じ
方

向
に

向
か

っ
て

進
ん

で
い

る
こ

と
は

職
員

間
の

関
係

性
に

も
表

れ
て

い
る

。
そ

れ
ら

は
課

題
だ

け
で

な
く
精

神
面

に
お

い
て

も
一

人
で

抱
え

込
ま

ず
職

員
間

で
の

フ
ォ

ロ
ー

が
出

来
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
る

。
ま

た
目

的
に

合
わ

せ
た

コ
ン

パ
ク

ト
な

会
議

も
適

時
行

わ
れ

た
。

事
務

分
掌

で
振

り
当

て
ら

れ
た

担
当

業
務

に
関

し
て

は
半

期
ご

と
に

そ
の

経
過

報
告

を
す

る
こ

と
で

、
着

実
に

進
め

ら
れ

た
こ

と
と

課
題

の
抽

出
に

も
繋

が
っ

た
。

ま
た

個
別

支
援

計
画

の
振

り
返

り
を

毎
月

行
い

記
録

す
る

こ
と

で
、

半
期

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

比
較

的
容

易
に

な
り

、
次

期
支

援
計

画
作

成
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。



②
看

護
師

間
及

び
職

員
間

の
連

携

結
果

③
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

の
受

け
入

れ

結
果

④
障

害
・
医

療
・介

護
の

知
識

・
ス

キ
ル

を
高

め
る

（
か

い
の

き
同

様
）

結
果

介
護

や
医

療
に

関
し

て
の

知
識

を
高

め
る

た
め

利
用

者
個

別
の

医
療

知
識

周
知

を
職

員
会

議
に

て
2
回

実
施

。
介

護
技

術
に

関
し

て
は

4回
実

施
。

介
護

技
術

の
習

得
は

利
用

者
、

職
員

双
方

の
負

担
軽

減
の

た
め

に
も

必
要

で
あ

る
。

職
員

間
で

介
助

と
体

験
を

繰
り

返
し

行
っ

て
き

た
。

ま
た

本
来

高
齢

者
が

持
つ

難
易

度
や

辛
さ

等
を

体
験

す
る

た
め

、
高

齢
者

模
擬

体
験

用
具

を
利

用
し

て
全

職
員

が
模

擬
体

験
を

実
施

。
利

用
者

か
ら

の
見

え
方

、
動

き
の

理
解

、
さ

ら
に

生
活

の
困

難
さ

を
体

験
し

た
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

も
机

上
の

知
識

取
得

だ
け

で
は

な
く

、
利

用
者

一
人

一
人

に
あ

っ
た

介
助

法
を

理
解

、
体

得
し

全
職

員
が

同
レ

ベ
ル

で
の

支
援

が
で

き
る

よ
う

に
今

後
も

研
修

を
重

ね
て

い
く

。
自

己
研

修
費

活
用

に
関

し
て

は
、

有
効

的
に

活
用

で
き

た
職

員
も

あ
る

。
ま

た
、

月
一

回
の

専
門

職
で

行
わ

れ
る

介
護

技
術

研
修

に
参

加
し

て
い

る
職

員
も

見
ら

れ
た

。

・看
護

師
の

定
着

は
勿

論
、

看
護

師
（
日

中
）
を

中
心

に
看

護
師

（
夜

勤
）
間

の
連

携
（
引

き
継

ぎ
）を

密
に

行
  

う
。

ま
た

同
時

に
支

援
員

と
の

連
携

も
同

様
。

＊
朝

夕
の

引
き

継
ぎ

に
て

実
施

（
日

中
看

護
師

・夜
勤

看
護

師
・
支

援
員

）
。

看
護

師
か

ら
の

申
し

送
り

が
中

心
と

な
り

支
援

員
は

受
け

身
で

の
引

継
ぎ

で
あ

っ
た

事
に

対
し

、
支

援
員

と
し

て
日

中
の

様
子

を
伝

え
る

こ
と

で
医

療
面

は
勿

論
、

生
活

面
で

の
様

子
を

的
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

ト
ー

タ
ル

的
な

引
継

ぎ
と

な
っ

て
き

た
。

そ
の

引
継

ぎ
を

朝
夕

行
う

こ
と

で
、

連
携

が
取

れ
て

い
る

。
ま

た
、

開
所

当
初

の
一

年
に

比
べ

体
調

不
良

者
が

減
少

し
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

主
治

医
等

の
連

携
と

共
に

予
防

の
為

の
ケ

ア
を

進
め

た
こ

と
に

あ
る

。

・シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
受

け
入

れ
可

能
範

囲
（
現

時
点

で
の

）
を

看
護

師
と

協
議

し
確

立
す

る
。

・利
用

希
望

者
の

把
握

と
広

報
を

行
う

。

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

受
け

入
れ

可
能

範
囲

の
確

立
は

文
面

で
の

作
成

は
出

来
て

い
な

い
。

で
き

る
限

り
何

方
に

で
も

利
用

で
き

る
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

で
在

り
た

い
と

の
考

え
か

ら
、

希
望

者
の

相
談

・
面

談
に

よ
っ

て
受

け
入

れ
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

こ
の

年
は

一
型

糖
尿

病
の

児
童

の
利

用
希

望
が

あ
っ

た
が

、
ご

家
族

と
の

想
い

と
受

け
入

れ
側

の
不

安
か

ら
思

う
よ

う
に

話
は

進
ま

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
今

後
は

さ
ら

に
病

院
・
学

校
・
放

課
後

デ
ィ

・計
画

相
談

等
と

の
連

携
を

図
り

受
け

入
れ

を
進

め
た

い
。

年
度

中
期

か
ら

は
通

所
利

用
者

の
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

を
進

め
た

こ
と

も
あ

り
現

在
児

童
2
名

契
約

。
成

人
5

名
契

約
。

年
間

利
用

率
2
7％

（後
半

は
5
0
％

前
後

）
と

な
っ

た
。

・知
的

障
害

者
の

支
援

に
加

え
、

介
護

や
医

療
に

関
し

て
の

知
識

を
高

め
る

。
＊

職
員

間
で

の
研

修
や

実
技

を
習

得
す

る
。

２
ヶ

月
に

１
回

看
護

の
研

修
。

＊
人

事
考

課
の

業
績

達
成

に
反

映
さ

せ
自

己
研

修
費

の
活

用
で

積
極

的
に

知
識

、
実

技
を

取
得

す
る

。



か
い

の
き

①
か

い
の

き
の

存
在

意
義

を
持

ち
続

け
る

　
（
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

同
様

）

結
果

・
一

人
ひ

と
り

に
と

っ
て

「
今

」
が

大
切

で
あ

る
こ

と
の

共
通

認
識

を
持

つ
。

＊
業

務
の

流
れ

を
優

先
す

る
の

で
は

な
く
、

手
を

止
め

て
そ

の
方

の
「
今

」
に

寄
り

添
い

向
き

合
う

。
＊

個
を

知
る

こ
と

で
信

頼
関

係
を

構
築

し
、

安
心

感
や

安
ら

ぎ
に

繋
げ

、
些

細
な

変
化

も
見

逃
さ

な
い

。
＊

意
見

交
換

の
し

や
す

い
雰

囲
気

や
場

所
・
時

間
の

設
定

を
行

う
。

＊
経

過
や

振
り

返
り

を
職

員
間

で
丁

寧
に

行
う

。

・
「
か

い
の

き
」
の

有
す

る
設

備
と

職
員

配
置

を
最

大
限

に
活

用
し

、
利

用
さ

れ
る

方
々

の
『
個

』
の

ニ
ー

ズ
と

、
 一

人
ひ

と
り

が
過

ご
さ

れ
る

『
時

』
に

拘
る

事
業

所
と

し
て

個
に

添
っ

た
活

動
提

供
が

出
来

て
い

る
か

を
随

時
 見

極
め

る
。

・
共

生
型

事
業

所
と

し
て

「
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

」
「シ

ョ
コ

ラ
」
「
バ

ニ
ラ

」
を

利
用

さ
れ

る
方

々
を

中
心

に
、

地
 域

生
活

を
継

続
す

る
上

で
「
か

い
の

き
」
の

機
能

が
相

応
す

る
方

々
の

利
用

を
勧

め
る

。

か
い

の
き

は
ニ

ー
ズ

に
対

し
て

医
療

ケ
ア

（
導

尿
・
在

宅
酸

素
）
や

リ
フ

ト
入

浴
等

フ
ル

に
活

用
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

活
動

に
お

い
て

は
日

々
健

康
維

持
（高

齢
者

向
け

）の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

中
心

で
は

あ
る

が
、

楽
し

め
る

ケ
ー

ム
方

式
で

行
わ

れ
て

き
た

。
そ

れ
ら

の
目

的
成

果
を

知
る

た
め

、
半

年
ご

と
に

体
力

測
定

を
実

施
。

半
数

以
上

の
方

に
向

上
が

見
ら

れ
た

。
無

い
も

の
は

作
り

出
す

・
・
・
の

ス
タ

ン
ス

で
取

り
組

ん
だ

。
活

動
は

全
体

的
な

も
の

か
ら

個
に

対
し

て
も

実
施

さ
れ

て
い

る
。

十
分

と
は

言
え

な
い

が
「
や

っ
て

み
た

い
こ

と
、

行
き

た
い

と
こ

ろ
、

食
べ

た
い

物
」
他

『
時

』
『
今

』
に

拘
り

進
め

て
き

た
。

共
生

型
事

業
所

と
し

て
の

地
域

か
ら

の
利

用
は

無
か

っ
た

が
、

年
々

増
え

る
事

業
所

内
の

介
護

保
険

利
用

者
の

手
続

き
を

丁
寧

に
行

っ
た

。

業
務

の
流

れ
は

滞
る

こ
と

な
く

進
め

ら
れ

、
利

用
者

に
向

き
合

う
姿

勢
の

大
切

さ
を

職
員

は
実

践
し

て
き

た
。

そ
れ

に
加

え
利

用
者

も
生

活
や

環
境

に
慣

れ
て

き
た

こ
と

も
あ

り
、

自
身

の
気

持
ち

を
伝

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
そ

れ
ら

の
想

い
を

一
つ

で
も

多
く

叶
え

て
い

く
こ

と
に

努
め

た
。

し
か

し
な

が
ら

意
思

表
示

が
難

し
い

方
が

求
め

て
い

る
も

の
を

如
何

に
的

確
に

見
つ

け
出

す
か

は
課

題
と

し
て

残
る

。
ま

た
同

じ
方

向
に

向
か

っ
て

進
ん

で
い

る
こ

と
は

職
員

間
の

関
係

性
に

も
表

れ
て

い
る

。
そ

れ
ら

は
課

題
だ

け
で

な
く
精

神
面

に
お

い
て

も
一

人
で

抱
え

込
ま

ず
職

員
間

で
の

フ
ォ

ロ
ー

が
出

来
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
る

。
ま

た
目

的
に

合
わ

せ
た

コ
ン

パ
ク

ト
な

会
議

も
適

時
行

わ
れ

た
。

事
務

分
掌

で
振

り
当

て
ら

れ
た

担
当

業
務

に
関

し
て

は
半

期
ご

と
に

そ
の

経
過

報
告

を
す

る
こ

と
で

、
着

実
に

進
め

ら
れ

た
こ

と
と

課
題

の
抽

出
に

も
繋

が
っ

た
。

ま
た

個
別

支
援

計
画

の
振

り
返

り
を

毎
月

行
い

記
録

す
る

こ
と

で
、

半
期

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

比
較

的
容

易
に

な
り

、
次

期
支

援
計

画
作

成
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。



②
利

用
者

の
「
個

」
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
可

能
な

限
り

想
い

に
添

う

結
果

③
共

生
型

、
生

活
介

護
利

用
希

望
者

の
受

け
入

れ
。

結
果

④
障

害
・
医

療
・
介

護
の

知
識

・
ス

キ
ル

を
高

め
る

（
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

同
様

）

結
果

介
護

や
医

療
に

関
し

て
の

知
識

を
高

め
る

た
め

利
用

者
個

別
の

医
療

知
識

周
知

を
職

員
会

議
に

て
2回

実
施

。
介

護
技

術
に

関
し

て
は

4
回

実
施

。
介

護
技

術
の

習
得

は
利

用
者

、
職

員
双

方
の

負
担

軽
減

の
た

め
に

も
必

要
で

あ
る

。
職

員
間

で
介

助
と

体
験

を
繰

り
返

し
行

っ
て

き
た

。
ま

た
本

来
高

齢
者

が
持

つ
難

易
度

や
辛

さ
等

を
体

験
す

る
た

め
、

高
齢

者
模

擬
体

験
用

具
を

利
用

し
て

全
職

員
が

模
擬

体
験

を
実

施
。

利
用

者
か

ら
の

見
え

方
、

動
き

の
理

解
、

さ
ら

に
生

活
の

困
難

さ
を

体
験

し
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
も

机
上

の
知

識
取

得
だ

け
で

は
な

く
、

利
用

者
一

人
一

人
に

あ
っ

た
介

助
法

を
理

解
、

体
得

し
全

職
員

が
同

レ
ベ

ル
で

の
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

今
後

も
研

修
を

重
ね

て
い

く
。

自
己

研
修

費
活

用
に

関
し

て
は

、
有

効
的

に
活

用
で

き
た

職
員

も
あ

る
。

ま
た

、
月

一
回

の
専

門
職

で
行

わ
れ

る
介

護
技

術
研

修
に

参
加

し
て

い
る

職
員

も
見

ら
れ

た
。

・
個

の
ニ

ー
ズ

は
多

様
化

し
広

汎
的

に
生

じ
て

く
る

。
一

人
ひ

と
り

の
精

神
面

の
安

定
を

最
優

先
に

考
え

る
な

 が
ら

、
活

動
の

組
み

立
て

を
検

討
し

て
い

く
。

・
職

員
各

々
が

利
用

者
そ

れ
ぞ

れ
と

の
関

係
性

を
構

築
す

る
こ

と
で

安
心

し
て

過
ご

す
こ

と
が

出
来

る
居

場
所

 作
り

を
進

め
る

。
職

員
は

「
傾

聴
」
す

る
姿

勢
を

保
つ

。
・
過

去
も

含
め

て
可

能
な

限
り

利
用

者
の

情
報

収
集

を
行

い
、

職
員

間
の

共
通

認
識

を
図

る
。

・
昨

年
実

施
さ

れ
た

季
節

行
事

（
毎

月
）
を

整
理

し
、

よ
り

利
用

者
の

楽
し

め
る

も
の

と
す

る
。

・
用

意
さ

れ
て

い
な

い
サ

ー
ビ

ス
は

模
索

し
検

討
し

、
作

り
上

げ
る

。

利
用

者
は

環
境

面
や

精
神

面
に

お
い

て
も

馴
染

ん
で

こ
ら

れ
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

そ
の

要
因

の
一

つ
と

し
て

、
日

中
活

動
の

定
着

が
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
中

で
、

今
ま

で
に

見
ら

れ
な

か
っ

た
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
さ

れ
る

方
や

そ
れ

に
同

じ
く
活

動
的

に
な

ら
れ

た
方

等
々

、
全

般
的

に
元

気
を

感
じ

る
。

多
様

な
部

分
で

の
活

性
化

（
日

々
身

体
を

動
か

す
こ

と
の

成
果

と
し

て
半

年
ご

と
に

体
力

測
定

を
実

施
。

半
数

以
上

の
方

の
向

上
が

見
ら

れ
た

）
も

あ
り

、
比

較
的

健
康

で
過

ご
さ

れ
て

い
る

と
見

受
け

ら
れ

る
。

そ
の

反
面

、
利

用
者

間
の

関
係

性
に

問
題

も
出

て
き

て
い

る
。

主
た

る
原

因
が

ど
こ

に
あ

る
の

か
を

職
員

は
模

索
し

、
解

決
へ

と
繋

げ
る

が
、

困
難

な
も

の
も

あ
る

。
そ

の
都

度
職

員
は

傾
聴

し
な

が
ら

共
通

認
識

を
図

り
支

援
に

努
め

て
い

る
。

ま
た

、
か

い
の

き
で

は
で

き
る

限
り

利
用

者
が

や
り

た
い

こ
と

、
想

い
を

叶
え

る
た

め
行

事
に

も
反

映
さ

せ
て

き
た

。

・
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

内
利

用
者

の
日

中
活

動
の

整
理

は
つ

い
た

が
、

空
所

部
分

を
す

べ
て

埋
め

る
こ

と
は

今
後

を
勘

案
す

る
と

難
し

く
思

わ
れ

る
た

め
、

日
数

曜
日

を
限

定
し

て
の

受
け

入
れ

に
勧

め
る

。

あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

か
ら

他
事

業
所

に
4
名

（
内

2
名

週
5
日

・内
２

名
週

1
日

）
の

方
が

通
所

さ
れ

て
い

る
。

か
い

の
き

は
定

員
2
0
名

の
た

め
1
日

３
～

４
名

の
受

け
入

れ
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

1
年

目
は

３
名

の
契

約
が

あ
り

、
本

年
は

２
名

の
契

約
が

あ
り

５
名

と
な

る
。

他
に

も
希

望
者

が
い

る
が

、
実

際
の

通
所

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
成

人
に

関
し

て
は

通
所

契
約

と
同

時
に

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
契

約
を

進
め

て
い

る
。

利
用

者
の

必
要

な
医

療
ケ

ア
を

よ
り

理
解

し
た

上
で

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
は

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
に

と
っ

て
も

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

・
知

的
障

害
者

の
支

援
に

加
え

、
介

護
や

医
療

に
関

し
て

の
知

識
を

高
め

る
。

＊
職

員
間

で
の

研
修

や
実

技
を

習
得

す
る

。
＊

人
事

考
課

の
業

績
達

成
に

反
映

さ
せ

自
己

研
修

費
の

活
用

で
積

極
的

に
知

識
、

実
技

を
取

得
す

る
。



す
た

じ
お

ぽ
っ

ち

①
利

用
者

満
足

度
（支

援
の

質
）の

向
上

結
果

②
他

分
野

・他
団

体
と

の
協

働

①
稼

働
率

を
維

持
す

る
（
9
5％

）
②

活
動

を
”
仕

事
”
に

つ
な

げ
る

③
働

き
方

改
革

の
推

進

・
個

別
面

談
に

よ
る

ニ
ー

ズ
・
要

望
の

抽
出

・
実

行
・
振

り
返

り
・
ス

タ
ッ

フ
増

員
（
常

勤
換

算
で

＋
1
名

）
・
利

用
者

・
保

護
者

と
気

軽
に

話
せ

る
場

づ
く
り

　
…

「
何

で
も

相
談

日
」 

オ
ー

プ
ン

ス
タ

ジ
オ

時
に

実
施

・
土

曜
開

所
日

の
在

り
方

を
検

討

利
用

者
の

多
様

化
（能

力
・
ニ

ー
ズ

）に
伴

い
、

新
た

な
活

動
を

検
討

・
こ

ど
も

サ
ポ

ー
ト

財
団

と
の

協
働

　
…

商
品

開
発

、
絵

画
レ

ン
タ

ル
事

業
・
デ

ザ
イ

ン
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

セ
ン

タ
ー

K
IIT

O
へ

行
く

①
②

③
と

も
お

お
む

ね
達

成
。

①
…

コ
ロ

ナ
の

件
で

3
月

は
稼

働
率

6
2
%
ま

で
落

ち
込

ん
だ

も
の

の
他

は
1
0
0
％

以
上

を
キ

ー
プ

。
（
年

平
均

1
0
3
％

）
③

…
定

時
退

社
が

当
た

り
前

の
空

気
が

で
き

た
。

2
・
3
月

支
援

計
画

や
イ

ベ
ン

ト
が

重
な

る
と

き
は

も
う

一
段

階
早

め
の

対
応

が
必

要
。

②
…

売
上

の
大

き
な

変
化

ま
で

は
至

ら
な

い
も

の
の

作
業

と
し

て
商

品
づ

く
り

が
で

き
、

活
動

の
幅

は
広

が
っ

た
。

・家
族

向
け

相
談

日
を

設
定

。
内

2回
は

勉
強

会
と

し
て

保
護

者
同

士
の

つ
な

が
り

の
場

に
。

積
極

的
に

意
見

交
換

が
な

さ
れ

た
。

　
勉

強
会

①
（
6
月

）
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
つ

い
て

、
勉

強
会

②
（
1
2
月

）
お

薬
と

の
付

き
合

い
方

・支
援

計
画

に
基

づ
く
個

別
支

援
の

徹
底

。
外

出
や

イ
ベ

ン
ト

企
画

・
参

加
に

反
映

し
た

。
　

不
調

者
へ

の
通

院
同

行
・
家

庭
訪

問
や

、
今

後
を

見
据

え
た

居
場

所
の

提
案

・見
学

同
行

な
ど

活
動

以
外

の
面

も
意

識
し

て
関

わ
っ

た
。

・パ
ー

ト
1
名

（
3
/
W

）雇
用

。
話

し
相

手
や

介
助

な
ど

の
支

援
面

以
外

に
、

企
画

準
備

や
商

品
作

り
で

も
役

立
っ

て
い

る
。



結
果

③
業

務
整

理
と

計
画

的
な

実
施

結
果

④
人

材
育

成

結
果

・予
定

し
た

K
II
T
O

・こ
ど

も
サ

ポ
ー

ト
財

団
と

は
進

展
な

し
…

。
（
仲

介
者

・
相

手
先

の
都

合
に

よ
る

）
・４

団
体

（
三

田
ブ

レ
ッ

ツ
ァ

・
c
o
nt

io
・
T
A

K
T
・
3
3
3
1
）
よ

り
問

い
合

わ
せ

あ
り

。
→

20
2
0年

度
、

ア
ー

ト
レ

ン
タ

ル
事

業
を

検
討

。
・商

品
作

り
の

時
間

を
増

や
し

た
。

　
→

利
用

者
の

選
択

肢
や

新
た

な
楽

し
み

に
つ

な
が

っ
た

。
　

→
一

方
で

、
販

売
（
機

会
・売

上
）
は

想
定

に
達

せ
ず

、
在

庫
を

抱
え

る
状

況
も

。
年

間
通

し
た

販
売

戦
略

が
必

要
。

　
　

販
売

機
会

を
増

や
し

1
回

（
1
店

舗
）
あ

た
り

の
売

上
は

ア
ッ

プ
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

２
・３

月
の

販
売

が
で

き
ず

前
年

越
え

に
は

な
ら

な
か

っ
た

。

・5
月

現
状

共
有

（
や

め
る

・
計

画
す

る
・
時

間
を

か
け

る
事

柄
の

整
理

）
。

　
自

分
の

目
標

（ど
の

程
度

の
時

間
で

達
成

す
る

か
）を

設
定

し
、

「
定

時
で

結
果

を
出

す
」
意

識
で

進
め

て
い

る
。

　
ア

ー
ト

シ
ッ

プ
等

、
削

減
し

た
こ

と
で

時
間

外
勤

務
の

大
幅

減
や

、
②

の
新

た
な

活
動

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
・日

々
の

業
務

は
時

間
内

に
収

ま
る

が
、

作
品

整
理

や
話

し
合

い
の

時
間

確
保

が
難

し
い

。
　

業
務

は
役

割
分

担
し

て
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、

全
体

の
共

有
の

場
が

不
十

分
。

→
20

2
0年

度
、

内
容

ご
と

の
定

期
的

な
会

議
を

設
定

。
・半

期
ご

と
の

出
勤

簿
作

成
。

ス
タ

ッ
フ

間
で

そ
れ

ぞ
れ

の
休

み
の

希
望

時
期

を
共

有
、

調
整

し
て

い
る

。

・月
1回

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
実

施
が

難
し

い
状

況
が

あ
っ

た
。

（
人

員
配

置
・時

間
）

　
終

礼
時

に
テ

ー
マ

を
し

ぼ
っ

て
短

時
間

（
3
0
分

程
度

）
で

話
し

合
い

の
場

を
設

け
た

。
　

行
動

計
画

は
作

成
せ

ず
、

上
記

の
時

間
で

そ
れ

ぞ
れ

の
進

捗
や

予
定

を
共

有
し

た
。

・人
材

育
成

チ
ー

ム
、

チ
ー

ム
こ

っ
と

ん
、

広
報

発
信

に
そ

れ
ぞ

れ
参

加
。

・ま
ち

づ
く
り

協
議

会
、

ア
ー

ト
シ

ッ
プ

に
参

加
。

・
業

務
の

整
理

、
削

減
　

…
自

主
企

画
以

外
の

事
柄

か
ら

削
減

を
検

討
・
オ

ー
プ

ン
ス

タ
ジ

オ
を

年
6
回

・
半

日
に

縮
小

　
…

ス
タ

ッ
フ

の
業

務
時

間
を

確
保

・
年

間
出

勤
簿

を
作

成
　

…
年

休
5日

を
確

実
に

取
得

・
ス

タ
ッ

フ
の

役
割

り
を

明
確

化
す

る
　

（
担

当
）
支

援
/
ア

ー
ト

/
商

品

・
各

担
当

で
行

動
計

画
を

検
討

・
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
時

に
各

担
当

か
ら

の
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

る
（
月

1
回

）
・
外

部
の

人
と

関
わ

る
機

会
を

作
る

（
法

人
内

チ
ー

ム
・1

3
5E

ネ
ッ

ト
・地

域
組

織
、

他
）



①
各
相
談
員
が
担
当
す
る
ご
利
用
者

に
対
し
て
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
ま
す
。

結
果

②
特
定
事
業
所
加
算
体
制
を
維
持
し
、

事
業
所
が
取
得
す
る
加
算
を
明
確

に
し
ま
す
。

結
果

③
国
が
示
す
基
準
に
則
っ
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

オ
ア
シ
ス
契
約
者
（
3
6
2
名
）
に
対
し
、
国
が
示
す
基
準
に
則
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
年
間
で
10
2
6回
を
見
込

み
ま
す
。

各
相
談
支
援
専
門
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
ご
利
用
者
の
計
画
作
成
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
運
営
に
係
る
加
算
取
得
維
持
の
た
め

動
き
を
能
動
的
に
行
う
事
が
出
来
た
。
併
せ
て
、
当
事
業
所
で
取
る
と
共
通
認
識
を
図
っ
た
固
定
の
個
別
加
算
に
つ
い
て
も
当
初
計
画
を
上
回
る
回
数
を
実
施

で
き
た
。

現
任
研
修
修
了
者
1名
、
相
談
支
援
専
門
員
2
名
以
上
の
体
制
を
維
持
し
体
制
加
算
を
取
得
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の

加
算
取
条
件
に
つ
い
て
も
遵
守
し
ま
す
。
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算
取
得
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

当
事
業
所
で
契
約
し
て
い
た
ご
利
用
者
の
一
部
を
他
の
相
談
支
援
事
業
所
へ
つ
な
ぎ
、
国
の
示
す
基
準
に
則
っ
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
結
果
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
機
会
を
通
し
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
の
構
築
が
進
ん
だ
。
し
か
し
、
一
方
で
具
体
的
な
困
り
感
の
表
出
が
な
い
ご
利
用
者
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
自
体

が
形
骸
化
す
る
傾
向
が
強
く
出
て
き
た
。
踏
み
込
ん
だ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
事
業
所
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
難
し

さ
が
顕
著
に
出
た
。

週
一
度
の
会
議
は
意
識
的
に
行
う
事
が
出
来
た
が
、
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
調
整
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
議
論
と
い
う
よ
り
、
国
の
示
す
基
準
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

回
数
を
い
か
に
実
施
す
る
か
と
い
う
事
業
所
の
体
制
や
各
相
談
支
援
専
門
員
の
効
率
的
な
動
き
に
関
す
る
議
論
が
中
心
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

相
談
支
援
事
業
所
オ
ア
シ
ス

・
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
（
課
題
）に
対
し
て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
を
問
わ
ず
調
整
で
き
る
職
員
を
育
成
し
ま
す
。

・
全
契
約
者
に
対
し
て
、
国
の
示
す
基
準
に
基
づ
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

週
に
一
度
相
談
員
同
士
で
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。
そ
の
場
で
、
個
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
妥
当
か
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
て
い
る
か
、
他
の
手
段
は
あ
る
か
等
を
確
認
す
る
こ
と
で
担
当
相
談
員
の
み
で
完
結
さ
せ
な
い
体
制
を

整
え
ま
す
。



結
果

④
ご
利
用
者
及
び
ご
家
族
等
と
一
緒
に

暮
ら
し
に
お
け
る
不
安
の
解
消
に
向

け
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

結
果

同
敷
地
内
に
あ
る
明
石
市
障
害
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
く
と
は
じ
め
、
市
内
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ご
利
用

者
及
び
ご
家
族
の
抱
え
る
生
活
の
困
り
ご
と
や
将
来
の
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
学
習
会
を
年
１
回
実
施
し
ま
す
。

当
事
業
所
で
契
約
し
て
頂
い
た
ご
利
用
者
数
を
意
識
的
に
減
ら
し
た
が
、
以
下
の
回
数
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
規
計
画
作
成
・
更
新
件
数
：
42
7
件
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
件
数
1
01
9
件
。

オ
ア
シ
ス
と
あ
く
と
、
同
敷
地
内
に
あ
る
事
業
所
同
士
の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
は
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
行
う
事
が
出
来
て
い
た
が
、
規
定
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

回
数
を
こ
な
す
こ
と
に
集
中
し
て
し
ま
う
体
制
を
取
ら
ざ
る
得
な
い
現
状
か
ら
、
合
同
で
市
民
向
け
に
学
習
会
を
企
画
実
施
す
る
所
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。



①
就
労
と
生
活
の
両
面
か
ら
個
別
支

援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
職
員

を
育
て
ま
す
。

結
果

②
明
石
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
し

ご
と
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
を
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

結
果

③
あ
く
と
登
録
者
の
余
暇
・
生
活
相
談

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

登
録
者
を
対
象
と
し
た
あ
く
と
の
集
い
を
毎
月
企
画
実
施
し
ま
す
。
登
録
者
が
中
心
に
な
り
余
暇
の
企
画
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
隔
月
で
あ
く
と
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、
当
事
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
生
活
相
談
受
付
の
体

制
を
整
え
ま
す
。
生
活
相
談
か
ら
出
て
き
た
課
題
に
対
し
て
年
1
回
当
事
者
の
方
を
中
心
と
し
た
学
習
会
を
企
画
実
施
し

ま
す
。

障
害
種
別
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
問
わ
ず
、
障
害
者
の
就
労
と
生
活
を
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

明
石
の
障
害
者
就
労
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
を
普
遍
化
さ
せ
た
取
り
組
み
を
意

識
し
、
障
害
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

各
支
援
員
が
担
当
す
る
個
別
ケ
ー
ス
の
報
告
を
定
期
的
に
行
い
、
あ
く
と
が
実
施
す
る
支
援
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
図

り
ま
す
。
ま
た
各
自
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
専
門
性
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
初
回
面
談
や
困
難
時
の
対
応
に
つ
い
て
役
職
者
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
す
る
こ
と
で
人
材
育
成
に
つ
な
げ
ま
す
。

明
石
を
取
り
巻
く
就
労
系
の
事
業
所
・行

政
機
関
・
企
業
等
が
集
う
ワ
ー
キ
ン
グ
を
主
体
的
に
運
営
し
ま
す
。
個
別
の
課

題
を
普
遍
化
さ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
や
各
団
体
が
学
び
合
え
る
機
会
を
あ
く
と
が
核
と
な
っ
て
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

精
神
障
害
者
か
ら
の
生
活
相
談
が
増
加
す
る
な
ど
、
社
会
背
景
を
反
映
し
た
相
談
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
す
ぐ

に
は
就
労
に
直
結
し
な
い
相
談
増
加
に
伴
い
、
事
業
所
と
し
て
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
整
理
を
全
体
で
行
う
機
会
を
設
け
る

よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
を
反
映
し
た
個
別
課
題
を
、
自
立
支
援
協
議
会
や
・
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を

通
し
て
発
信
し
、
福
祉
と
労
働
両
面
か
ら
共
通
認
識
を
図
る
機
会
を
作
っ
た
。
結
果
、
個
別
ニ
ー
ズ
か
ら
地
域
の
社
会
資

源
を
巻
き
込
み
面
で
支
え
る
仕
組
み
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

明
石
市
で
唯
一
の
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
く
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
働
く
自
分
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
は
何
か
？
を
随
時
考
え
る
機
会
を
設
け
た
こ

と
で
、
一
定
程
度
意
識
が
高
い
状
態
で
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
抽
出

か
ら
そ
の
解
決
に
向
け
た
学
習
会
を
企
画
実
施
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
え
た
。

明
石
市
障
害
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
く
と

し
ご
と
部
会
本
会
議
の
運
営
及
び
し
ご
と
部
会
を
構
成
し
て
い
る
各
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
、
あ
く
と
ス
タ
ッ
フ
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
努
め

た
。
企
業
で
働
く
場
の
提
供
・
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
余
暇
支
援
・
支
援
者
に
対
す
る
研
修
・
企
業
へ
の
支
援
な
ど
、
明
石
の
障
害
者
の
就
労
支
援
の
現

状
か
ら
見
え
る
課
題
に
対
し
て
形
と
し
て
見
え
る
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
に
し
た
。



結
果

④
企
業
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
障
害

者
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な

事
を
伝
え
ま
す
。

結
果

⑤
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
検
討
し
ま
す
。

結
果

令
和
元
年
度
は
、
就
学
し
て
い
る
児
童
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
座
談
会
（
年
2
回
）
を
実
施
し
た
。
多
様
化
す
る
働
き
方
・暮

ら
し
方
に
つ
い
て
あ
く
と
・こ
ね
く

と
の
職
員
が
事
例
を
交
え
て
講
義
を
行
い
、
ま
た
当
事
者
か
ら
も
将
来
設
計
に
つ
い
て
お
話
し
頂
く
こ
と
で
働
く
と
暮
ら
し
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
。
市
内

の
各
学
校
に
対
し
て
広
報
が
で
き
な
か
っ
た
事
で
参
加
者
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
次
年
度
以
降
は
各
学
校
へ
案
内
を
配
布
し
規
模
を
拡
大
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
。

年
1
回
の
頻
度
で
企
業
を
対
象
と
し
た
就
労
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
他
、
随
時
企
業
の
課
題
を
抽
出
し
普
遍
化

さ
せ
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
テ
ー
マ
別
の
研
修
資
料
を
職
員
が
作
成
し
該
当
企
業
に
提
供
し
て
い
く
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

あ
く
と
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
も
固
定
化
さ
れ
イ
ベ
ン
ト
等
も
定
着
し
て
き
て
い
る
。
反
面
、
精
神
・
発
達
の
方
の
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
参
加
自

体
当
事
者
の
精
神
状
態
等
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
次
年
度
は
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
2
月
・
3
月
に
つ
い
て
は
、
毎
年
行
っ
て
き
た
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度
は
、
一
般
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
実
施
し
た
。
結
果
、
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
多
様
性
あ
る
働
き
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修
を

行
い
、
企
業
で
働
く
障
害
の
あ
る
方
の
人
生
を
見
据
え
る
と
い
う
視
点
を
企
業
担
当
者
と
育
む
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

あ
く
と
登
録
者
約
3
0
0
名
、
未
登
録
者
約
3
0
0
名
の
現
状
や
新
規
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
か
ら
見
え
た
課
題
に
対
し
て
、
あ
く
と

と
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
を
職
員
間
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
掘
り
起
こ
し
た
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
解
決
策
を
検
討
し

ま
す
。



明
石
市
立
木
の
根
学
園

①
利
用
者
支
援
の
向
上

結
果

②
職
員
が
安
心
し
て
目
標
達
成
に
向

き
合
え
る
シ
ス
テ
ム
強
化

結
果

年
間
計
画
を
掲
げ
て
進
め
て
い
る
。
5月
～
6
月
に
か
け
て
、
正
規
・
月
給
契
約
を
対
象
に
し
た
「
業
績
目
標
設
定
面
談
」
、
聞
き
取
り
内
容
に
個
人
差
が
出
な

い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。
通
常
の
業
務
で
は
気
づ
け
な
い
職
員
個
々
の
強
み
を
知
る
機
会
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
事
業
所
と
し
て

望
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
双
方
向
の
や
り
取
り
が
で
き
る
健
全
な
機
会
に
な
っ
た
。
職
員
個
々
の
抱
え
る
悩
み
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
具
体
的
な
対
応
も
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
1
1
月
は
進
捗
確
認
と
し
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
面
談
」
、
3月
に
は
「
最
終
評
価
面
談
」
を
実
施
し
、
職
員
一
人
一
人
と
の
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り
意
義
あ
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

・利
用
者
に
対
し
て
、
き
め
細
や
か
な
個
別
支
援
提
供
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
職
員
の
資
質
向
上
、
体
制
の
整
備
を

行
う
。

・人
事
考
課
制
度
を
健
全
に
運
用
し
、
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
「風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
」
を
目
指
す
。

・職
員
に
お
い
て
は
、
働
き
方
改
革
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
互
い
を
認
め
合
え
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
く
。

外
部
研
修
へ
の
積
極
的
参
加
、
外
部
講
師
を
招
い
た
内
部
研
修
・勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催
し
職
員
個
々
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
。
事
業
所
内
の
支
援
環
境
を
見
直
し
、
個
別
支
援
計
画
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
当

事
者
目
線
を
養
う
た
め
、
職
員
に
利
用
者
体
験
の
機
会
を
設
け
る
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
現
場
内
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

う
。

人
事
考
課
制
度
、
業
績
達
成
目
標
を
元
に
目
標
設
定
当
初
、
中
間
期
、
年
度
末
の
計
3
回
個
別
面
談
を
実
施
す
る
。
業

績
目
標
に
基
づ
い
た
研
修
派
遣
な
ど
、
目
標
達
成
に
向
け
て
必
要
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構
築
す
る
。
個
別
面
談
に
お
い

て
は
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
要
素
も
含
め
個
々
の
抱
え
る
課
題
や
不
安
を
な
ど
早
期
に
気
付
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
、
聞
き

取
り
内
容
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
改
善
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。

利
用
者
支
援
に
お
け
る
職
員
の
資
質
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
充
実
し
た
動
き
と
な
り
、
年
間
総
研
修
費
の
増
加

か
ら
も
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
援
実
践
に
結
び
つ
け
て
い
く
取
り
組
み
も
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、
改
め
て
個
別
支

援
計
画
を
元
に
活
動
提
供
内
容
や
環
境
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
人
事
考
課
制
度
の
健
全
運
用
に
関
し
て

は
、
年
間
計
画
通
り
の
対
応
を
行
え
た
。
人
数
規
模
に
よ
る
課
題
も
あ
っ
た
が
、
今
後
実
施
時
期
や
方
法
を
見
直
し
改
善

を
目
指
し
て
い
く
。
職
員
一
人
一
人
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
法
人
・
事
業
所
の
使
命
に
つ
い
て
意
志
共
有
を
育
む
場
に
も

な
っ
て
い
る
。
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
役
割
分
担
の
見
直
し
や
各
ツ
ー
ル
の
充
実
化
を
図
り
な
が
ら
定
着
に
向
け
て

引
き
続
き
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

業
績
目
標
、
キ
ャ
リ
ア
、
担
当
業
務
を
軸
に
職
員
個
々
の
課
題
に
応
じ
た
外
部
研
修
派
遣
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。
個
別
に
研
修
の
狙
い
を
伝
え
、
報
告

書
を
元
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
内
部
研
修
と
し
て
「事
例
検
討
会
」
と
題
し
た
会
議
を
月
1回
実
施
し
て
い
る
。
専
門
職
を
S
V
に
据
え
、
障
害

特
性
の
基
礎
学
習
、
事
例
検
討
を
主
な
内
容
に
毎
月
テ
ー
マ
設
定
を
行
っ
た
。
下
半
期
に
は
、
支
援
へ
の
結
び
つ
け
と
し
て
「
実
践
」を
テ
ー
マ
に
各
工
房
取

り
組
み
、
1
2
月
に
は
実
践
報
告
会
を
行
っ
た
。
経
過
報
告
会
を
行
い
、
点
で
終
え
る
こ
と
の
な
い
取
り
組
み
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。



③
体
制
変
更
に
伴
う
、
役
職
者
の
役

割
分
担
の
明
確
化

結
果

④
定
時
退
社
・
有
給
消
化
の
推
奨

結
果

⑤
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
意
見
の

言
え
る
環
境
作
り

結
果

毎
月
1
回
、
役
職
者
会
議
を
開
催
し
両
工
房
の
取
り
組
み
状
況
や
課
題
の
共
有
に
努
め
た
。
改
め
て
、
工
房
ご
と
の
様
々
な
違
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
と
し
て
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
な
が
ら
も
「
一
体
運
営
」
を
念
頭
に
、
取
り
組
み
内
容
に
特
に
待
遇
面
の
格
差
が
出
な
い
よ
う
努
め
た
。
主

に
「
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
」
「
人
事
考
課
」
「各
工
房
の
支
援
状
況
確
認
」
を
中
心
に
、
出
て
き
た
課
題
の
対
策
検
討
を
行
っ
た
。

年
度
当
初
よ
り
、
呼
び
か
け
、
定
期
的
な
振
り
返
り
（
役
職
者
会
議
）
、
時
間
外
申
請
書
の
整
備
、
出
勤
簿
、
有
給
簿
の
管
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
業
務
の
合
理

化
や
役
割
の
健
全
化
も
並
行
し
て
進
め
て
お
り
、
各
事
務
書
式
の
簡
素
化
や
事
務
員
の
勤
務
時
間
変
更
を
行
い
、
取
り
組
み
が
円
滑
に
い
く
よ
う
に
で
き
る
こ

と
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
繁
忙
期
は
、
時
間
外
勤
務
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
を
伴
い
課
題
を
残
し
た
が
、
職
員
の
役
割
分
担
な
ど
見
直
す
こ
と
で
改
善

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

多
様
な
職
域
に
対
し
て
も
、
中
間
期
・
年
度
末
の
2
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
面
談
を
設
定
し
意
見
の
言
え
る
場
を
作
る
。

時
給
契
約
職
員
・
専
門
職
に
対
し
て
、
7
～
9
月
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
面
談
」
、
2
～
3
月
に
か
け
て
は
「
契
約
更
新
面
談
」
を
行
っ
た
。
業
績
目
標
同
様
、
個
人
差
が
出
な

い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
基
づ
い
て
実
施
。
ま
た
、
運
転
員
に
つ
い
て
も
、
専
門
職
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
題
し
て
、
月
1
回
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
所
属
す
る
全
職
員

が
思
い
や
考
え
を
発
信
で
き
る
場
を
確
保
で
き
た
。
事
業
所
の
使
命
や
、
事
業
計
画
な
ど
意
志
共
有
を
図
る
場
と
な
っ
た
。

各
工
房
に
専
属
管
理
者
、
主
任
・副
主
任
の
配
置
と
な
る
。
役
職
者
会
議
を
定
期
的
に
設
け
、
法
人
動
向
や
事
業
と
し
て

の
使
命
の
共
有
を
図
り
現
場
支
援
と
連
動
を
し
て
い
く
。

年
間
を
通
じ
、
支
援
環
境
を
キ
ー
プ
し
な
が
ら
職
員
の
必
要
最
低
人
員
数
を
把
握
し
、
そ
の
範
囲
内
で
有
効
活
用
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
。
定
時
退
社
に
つ
い
て
は
、
日
中
業
務
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
慣
行
で
き
る
よ
う
に
役
職
者
主
導
で
呼
び

か
け
を
行
う
。


